
＜杉並区公害関係資料 水質 ー 2>

杉並区 洞I川の生物
ーー河川生物調査報告書一一

昭和 58 年 3 月

杉並区環境部公害課



はじめに

のすすむなかで、都市と自然の共存を目ざし、緑豊かな都市環境を創造してゆく近年、都市化

が求められています。そのため、残された自然の保護や失われた自然の回復をはかることがこと

大きな課題となっています。また、区内の河川については、豪雨時に洪水災害が発生しており、

早急な対策が望まれています。この面からも区内に残された自然とのふれあいの場を確保し、調

,I 必要かと思われます。和のとれた対策が

の中で、杉並区では、従来行われていた河川の理化学的な面からの調査に併行し

のアプローチとして生物調査をこころみました。

河川に生息する生物の種類と量を観察することによって水質状況を把握しようと

生生物調査と付着藻類の調査が一般的です。今回の調査は、この両項目に加えて、

物プラソクトソの調査、植生調査、野鳥調査を加えました。このことにより、よ

様子が明らかになったのではないかと存じます。

った調査が河川への親しゑを増すことに寄与し、自然の保護と回復の一助となれば

こうした状況

て、生物相から

生物調査は、

するもので、底

魚類調査、動植

り一層、自然の

私たちの行な

望外の喜びとするところです。

調査と野鳥調査でご協力を賜わった小原一正氏、小島進氏、竹下信雄氏に厚くお最後に、植牛

礼申し上げます。
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1 河川生物の生息状況と水質

杉並区公害課では、昭和57年度に河川生物調査を実施しましたo本書は､その報告書として起

稿したものです。調査は、魚類、底生生物、付着藻類、動植物プランクトン、植物、野鳥の各項

目について行ないました。この章では、生物調査の全般についての解説と、調査結果の概要など

を述べ、調査結果の詳細は次章以下に記載してあります。 0

(1)生物調査結果による水質判定 があります。そこで、生物調査では、下に述

べるように、大雑把な階級を設けておき、水

質がどの階級に属するかというように表現し

ます。

水質調査の目的は、緑豊かな水辺の環境を

保全し、あるいは創造してゆくというところ

にあります。生物調査は、こうした目的に合

致した水質調査方法として意義があります。

9

ア 生物学的水質判定の意義

河川を流れている水の性質は、日々によっ

て、また時間によって変化しています。昼間

家庭や工場から排水が流れ出しているときと、

そうでない時は水質が違いますし、晴天の続

いた後と雨の後とはやはり違います。

このように水質は変動していますので、溶

存酸素量とか生物化学的酸素要求量とかいっ

た理化学的試験では、水質の平均的な様相を

つかもうとすると、何度も数多く測定をくり

かえし、そこから平均値を出してゆかねばな

りません。

ところが生物相から水質を判定する場合は、

ただ1回の調査によっても、その平均的な水

質を知ることができます。例えば、かなり強

い毒物が河川に流入したとしますと、生物は

死滅してしまいますから、毒物が流れてから

相当の期日が経過しても、もとの生物相には

もどりません。つまり、生物相には、その河

川の履歴が反映しているので、ただ1回の調

査でも、総合的、平均的なものと言えるので

す。

しかし、生物学的水質判定には、化学分析

のように明確な数字がでてこないという欠点

イ 水質汚濁階級の分類

水質汚濁階級を、強腐水性水域(ps)

α中腐水性水域(Qm)、β中腐水性水域

(6m)、腐水性水域(os)の4つに分類

しました。

（ｱ）強腐水性水域(ps)

DO(溶存酸素量）が皆無または極少で、

BOD(生物化学的酸素要求量）も10ppm

以上と多いきわめてきたない水域です。

動物では、アメーバ類などの原生動物のほ

かには、イトミミズ、赤色ユスリカなど汚濁

に特に強い種が出現するのみで、貝類や魚類

などは特殊なものに限られます｡

高等植物は出現しません。

（ｲ） α中腐水性水域(am)

溶存酸素は、全然ないか、あってもきわめ

てわずかで、かなりきたない水域です。

U
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この数値によって水質階級を判定しようとす

るものです。ただし、この方法は、肉眼的に

見つけることのできる底生生物について開発

された方法で、他の調査項目に適用するには、

やや困難があり、また、河床の状況などによ

って出現種数が変化するので、この点も考慮

しなければなりません。

動物では、まだミクロなものが大多数を占

めます。ヒメモノアラガイ、サカマキガイ、

などの貝類のほか、ミズムシ、アメリカザリ

ガニ、なども出現し、魚類では、コイ、フナ、

ドジ且ウなどが生息します。クロモ、エビモ、

ヤナギモなどの高等植物も出現します。

㈲ β中腐水性水域(6m)

溶存酸素はかなり多く、BODは、2.5~

5ppmで、ややきれいな水域です。

動物では、コガタシマトビケラやヒメカゲ

ロウなどの昆虫類のほか、モノアラガイ、カ

ワニナなどの貝類も出現し、魚類は種類、個

体数ともに多くなります。クロモ、エビモ、

カナダモなどの藻も多くなります。

〈工）貧腐水性水域(os)

溶存酸素は多く、BODが2.5ppm以下と

きれいな水域です。

動物では、ナガレトビケラ、ヨコエビなど

多くの種が出現します。魚類では、イワナな

ど清水性の種が生息します｡

植物では、バイカモ、セキショウモなどが

生育し、着生藻類が多くなります。

?

エ 水質階級の判定結果

妙正寺川の杉並区内全域および、神田川の

最上流部の久我山付近より上流では、もっと

も汚濁した水域とされる強腐水性水域と判定

されました。久我山地区をのぞいた神田川全

域と善福寺川全域は、かなりきたないとされ

るα中腐水性水域と判定されました。

！

オ 理化学的試験結果との比較

杉並区公害課で年4回、河川水質の調査を

行なっていますが、その結果をみると、下記

のように、生物学的水質判定によるよりも良

い結果となっています。これは、生息生物が

降雨時の急激な流量増加や下水のオーバーフ

ローによる水質変化に耐えられず、汚濁に強

い生物種のみが残存し、これが再び個体数を

増加させるということが起こったためではな

いかと推察されます。

なお、理化学的試験結果の詳細は、公害課

発行の「杉並区河川水質分析データ集」また

は「公害レポート」に掲載してあるので、本

ウ 調査結果の評価方法

水質階級を判定する方法として様々なもの

が提唱され、また使用されていて、現在のと

ころ1つの判定法で的確に判断できません。

本調査では、比較的用いられることの多い

bioticimex による方法を主に採用し、

■

b

稿では省略しました。

切 妙正寺川の水質

DOは、3"mを超え、多いときには10

mnくらいになりますoBODは、最近3～

4年では10ppmを超えることはほとんどなく、

これに優占的に出現した種名などを考慮して

判定しました。

bioticindexは、汚濁非耐忍性種の種

数をAとし、耐忍性種の種数をBとしたとき、

2A+Bをもって、bioticindexとし、
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3～8ppm程度です。この程度の水質は、

α中腐水性水域のものとされ、今回の調査結

果よりも良い値です。

（ｲ）善福寺川の水質

DOは、昼間では10ppmを超えており、

BODは、5ppmを超えることは稀です。こ

の程度の水質は、β中腐水性水域の水質であ

り、今回の調査結果よりも良い値です。

㈲ 神田川の水質

上流部の久我山付近では、DOが、5～10

ppmで、BODは10ppm以上です。それよ

り下流では、DOが昼間でlOppmを超えて

おり、BODは5ppm以下です。いずれも、

今回実施した生物学的水質判定の結果よりも

良好な値です。

昭和57年10月21日に、合計9地点で調

査しました。

エ 動植物プランクトン

昭和57年10月21日に、合計3地点で調査

しました。

可

オ 植生調査

陸上植生については、昭和57年の春と秋の

2回、善福寺川と神田川の流域全域について

踏査しました。水中の植生については、昭和

57年6月～7月に、妙正寺川、善福寺川、神

田川の全域を調査しました。

1

力 野鳥

昭和57年8月と昭和58年1月に、妙正寺川、

(2)調査項目などの擬要 善福寺川、神田川の全域を踏査しました。

調査した項目は、魚類、底生生物、付着藻

類、動植物プランクトン、及び周辺環境調査

として河川沿いの植物と野鳥を調査しました。

それぞれの項目の詳細は、次章以下に個別に

記載しました。また調査地点などを7頁の地

図上に記載しました。

(3)出現生物

ア 出現種数

魚類.….….……･･……･……･･…･…12種

底生生物………妙正寺川…………3種

善福寺川…………20種

神田川……･･…･…15種

付着藻類………妙正寺川…･……・・13種

善福寺川.…･…･…22種

神田川…･…･……・16種

動物プランクトン…｡．…･…………17種

植物プランクトン.….……………・43種

植物..…………善福寺川沿い…･･･295種

神田川沿い･･･……242種

水中の高等植物……4種

野鳥..…………………･…･･………20種

ア 魚類

昭和57年10月19日～21日にかけて、合

計12地点で調査しました。
0

U

イ 底牟牛物

昭和57年5月25日と10月20日の2回、

合計10地点、のべ20地点で調査しました。

ウ 付着藻類
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が見られました。

㈱ 動物プラソクトソ

コナヒゲムシが優占的に出現し、他には、

ミドリムシ、カラヒゲムシ、ウロコカムリ、

ゾウリムシ、ツリガネムシ、ワムシなどが見

られました。

㈲ 植物

全調査地点のなかで8割以上の地点で観察

されたものを常在度V、6割以上のものをⅣ、

4割以上のものをⅢ、2割以上のものをⅡ、

2割以下のものをI、ごくわずかしか存在し

ないものを＋、として分類しました。ここで

は、常在度Ⅳ以上のものを記載します。

a 善福寺川流域・常在度V在来種 1種

カタバミ

b善福寺川流域・常在度V帰化植物 2種

セイヨウタソポポ、ノゲシ

c 神田川流域・常在度V在来種 1種

エノコログサ

d 神田川流域・常在度V帰化植物 2種

オオアレチノギク、セイヨウタソポポ

e 善福寺川流域・常在度Ⅳ在来種 3種

イ 出現種名（詳細は次章以降参照）

（ｱ）魚類

コイ、ギソブナ、キソブナ、ヒブナ、キソ

ギョ、モツゴ、タナゴ、ウグイ、ヨシノポリ、

オオクチバス、カダヤシ、ドジョウの12種が

見つかりました。

コイ、フナ、ドジョウは、汚濁に強い種で

多数が確認されたが、さらに、モツゴ、ヨシ

ノボリなどの小型の魚種もかなり多数が生息

しており、カワセミなどの魚食性の野鳥の餌

となっている可能性があります。

（ｲ）底生生物

ミズミミズ、エラミミズ、イトミミズ、シ

マイシビル、ノ､バヒロビル、モノアラガイ、

サカマキガイ、ドブシジミ、ミズムシ、ホシ

チョウバエ、セスジユスリカ、ヒメナガユス

リ力などが出現しました。以上はいずれも汚

濁耐忍性種です。

汚濁非耐忍性種としては、善福寺上池と下

池の流路で採取されたカワニナとマシジミの

2種だけでした。

なお、カワニナは、ホタルの幼虫が寄生す

0

ヨモギ、メヒシバ、オヒシバ

f善福寺川流域・常在度Ⅳ帰化植物2種

コヒルガオ、ハルジョオソ

g神田川流域・常在度Ⅳ在来種 6種

ヨモギ、メヒシバ、カタバミ、アキノエノ

コログサ、オヒシバ、ツユクサ

h神田川流域・常在度Ⅳ帰化植物 3種

イヌムギ、ケアリタソウ、ノゲシ

ることで有名であり、善福寺上池と下池の流

路では、条件が整えば、ホタルの生息の可能

性があります。

㈲ 付着藻類

藍藻類では、ビロウドラソソウ、ユレモな

どが、緑藻類では、イカダモ、キヌミドロな

どが、珪藻類では、マガリケイソウ、クサビ

ケイソウ、フネケイソウ、ハリケイソウなど

が出現しました。

② 植物プラソクトソ

付着藻類で出現した種がほとんどで、その

他に、チャヅツケイソウ、オオバンケイソウ

■

リ

なお、第4章には、常在度別植物名一覧の

ほかに、流域沿いの代表地点を選んで、情景

とともに植生を紹介してあります。
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㈱ 野鳥

出現した種（20種）は、以下の通りです。

カルガモ、マガモ、コガモ、キジバト、ドバ

ト、キセキレイ、ノ､クセキレイ、セグロセキ

レイ、ヒヨドリ、ジョウビタキ、ツグミ、シ

ジュウカラ、メジロ、ホオジロ、スズメ、ム

クドリ、カワラヒワ、モズ、アオジ、オナガ。

なお、第5章では、それぞれの種ごとに解

説を加えてあります。

水が発生し、早急な対策が望まれていますが、

治水対策としても、自然とのふれあいの場を

残した調和のある河川環境が必要と思われま

す。

ア 河川の流量の確保

生物の生息条件として、水温・水質の安定

と、水量が必要です。透水性舗装などによっ

て地下水のかん養を計ることが望まれます。

「

0

イ 急激な降雨流出の改善

雨水貯留や透水性舗装が望まれます。治水

対策としても望まれています。

(4)まとめ（生物掴査から見た河川整備のあ

り方）

善福寺川の水質は、都区内の中小河川のな

かで最良のものです。神田川も、最上流部の

家庭雑排水の流れ込む久我山地区をのぞいて

は、かなり上質の水質といえます。

しかし、今回の生物調査から得られた水質

の状況は、溶存酸素量や生物化学的酸素要求

量などの理化学的試験結果の示す水質階級よ

りも1ランク低い水質階級で、かなりきたな

いとされるものでした。

これは、生息生物が、降雨時の急激な流量

増加や下水のオーバーフローなど、水位・流速

の激しい変動や水質の変動による生活条件の

変動を強いられ、結果的にその変動に耐えら

れる生物以外に生息できない状況を生みだし

ているためではないかと考えられます。

このように、善福寺川や神田川の水中の生

態系は、脆弱な構造を持っています。ですか

ら、私たちの努力によって、生態系を保護す

ることが必要です。

また、近年、区内に於ても豪雨によって洪

ウ 河道形態の改善

河床については悪質な底質を玉石、栗石と

置換して変化を与え、また護岸については、

瀬と淵の代替となるものを作ったり、善福寺

川で設置している魚巣ブロックを拡大したり

することが必要です｡護岸の緑化も必要です。

エ 河川沿いの公園等の整備

河川と公園を一体化させることにより、親

水機能を増進し、緑化によるバランスのある

生態系の確保を計ることが必要です。

オ 啓蒙活動

住民と行政が一体となって浄化運動をすす

めるなど、社会全体として河川を再認識する

ことが望まれます。

Q

ﾛ
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生物調査調査地点図

★植生調査と野鳥調査は河川流域全体を調査しました。

、!
IQ 妙正寺川松下橋

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

動植物プランクトン調査

善福寺上池と下池の流路

底生生物調査

付着藻類調査

ご塵こ二一1？

I
、

〆

〆 1

、
〆

〆8
｛

、

、
～

善福寺川春日橋下流

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

妙正寺川 、

、

、善福寺川寺分橋

底生生物調査 L－
、

、

、

》

ノ
善福寺川尾崎橋下流

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

動植物プランクトン調査

罫

／ ＝＝

善福寺川原寺分橋下流

魚類調査

＝＝ 、
ﾉ

ｸ．、'

、
=ラ
(・ゞ

一一 一 一■■ 一 一一 ＝ 一 一一 一一 一一

善福寺川

、 、
．
Ｉ
・
ん

一

、
一

〈

善福寺川和田堀橋下流

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

〆善福寺川井荻橋

底生生物調査

付着藻類調査

〃

1

、.～
、 －2

、

・
Ｊ

（

１

、

、 、
平
へ、。
』

》ｖスハ。、 ノ

ノ

、､、、
～_ 、

「

{

神田川神田川

T、 善福寺川宮下橋下流

魚類調査

善福寺川鍛治橋下流

魚類調査

､ー
＝

＝＝

ゾ医

～q－一

U

神田川鎌倉橋下流

魚類調査

底牛生物調査

付着藻類調査

動植物プラソクトソ調査

神田川方南第1橋

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

神田川京王線車庫脇

魚類調査

底生生物調査

付着藻類調査

神田川蔵下橋

魚類調査

神田川錦橋付近

魚類調査
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類2 魚

(1)調査結果の極要 ウ 神田川の魚類

ギソブナ、モツゴ、コイ、ドジョウ、ヨシ

ノボリが生息し、他に、ヒブナ、タナゴが

見られた。また、フナとコイの混合種と思わ

れるフナコイがいた。

優占種は、井ノ頭線車庫脇と高井戸都営住

宅内の錦橋付近ではギソブナで、浜田山の鎌

倉橋下流ではコイ、井ノ頭通りと交差するす

こし上流の蔵下橋と環状七号線近くの方南第

1橋付近ではモツゴである。

魚類以外ではアメリカザリガニが生息して

いるo

コイ、フナ、モヅゴなど多数の魚類の生息

が確認された。出現種は、コイ、ギソブナ、

キソブナ、ヒブナ、キンギョ、モツゴ、タナ

ゴ、ウグイ、ヨシノポリ、オオクチバス、カ

ダヤシ、ドジョウの12種であった｡以下、

河川ごとに魚類の生息状況をのべる｡

f

■

ア 妙正寺川の魚類

魚類は生息していない。

イ 善福寺川の魚類

コイ、ギソブナ、ドジョウ、モツゴ、ヨシ

ノボリ、が生息し、他に、オオクチバス、キ

ソブナ、ヒブナ、カダヤシ、キンギョ、ウグ

イが見られた。また死魚ながら、体長が、

25.3dn、体高ldnのウナギを発見した。

優占種は、上流部の原寺分橋～宿橋と、和

田の佼成会横の和田堀橋下流ではコイであり、

中央線近くの鍛治橋下流と善福寺川緑地横の

尾崎橋下流ではギソブナである。

魚類以外に、アメリカザリガニ、スジエビ

ウシガエル、イシガメがいた。

アメリカザリガニは、河床が土のところで

はかなり多くみられる。スジエビは、水の汚

(2)調査方法など

ア 調査年月日

昭和57年10月19日～10月21日

イ 調査機関

環境管理センター㈱に委託した。

ウ 調査方法

地点の一区間をネットで仕切り、その区間

内の遊泳生物を投網、さし網等で、できるだ

け捕獲し、種ごとに容器に移し、計数を行う。

種の同定、計数に際し、魚の全長、体長、

，

U

濁している所では見られない生物である。イ

シガメは、井荻橋で底生生物調査中に発見し

た。

重量、体高を測定し、健康状態のチェック等

を行なう。調査の終ったサンプルは放流する。

なお、現地で同定できなかった種は、持ち

帰り同定する。

－9－



(3)鋼査結果エ 調査地点

妙正寺川1地点、善福寺川6地点、神田川

5地点で合計12地点で調査を行なった。

㈲ 妙正寺川

松下橋付近（下井草1．3丁目）

（ｲ）善福寺川

原寺分橋下流（西荻北4．5丁目）

鍛治橋下流（上荻3・西荻北1丁目）

春日橋下流（荻窪2丁目）

尾崎橋下流（成田東2・成田西2丁目）

宮下橋下流（大宮1丁目）

和田堀橋下流（和田2．方南2丁目）

例 神田川

井の頭線車庫脇（久我山2丁目）

錦橋付近（高井戸西1丁目）

鎌倉橋下流（浜田山1・下高井戸4丁目）

蔵下橋付近（永福1丁目）

方南第1橋付近（和泉4丁目）

ア 妙正寺川の調査結果

魚類は全く発見できなかった。

イ 善福寺川の調査結果

p.11～p.19に掲載
q

ウ 神田川の調査結果

p.19～p.27に掲載

ﾛ

卜

一二 鷺

殿鳶G震
L5一丁9， ． 蚤'

濠

灘I
役

礎

蕊
へ 唾

魁墓号

や

苧謬 妬
ア

瞳
一 一〉

U

〆
F

rd

ジ

1．善福寺川鍛治橋下流 魚類調査風景
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a妙正寺川、松下橋、魚類は全く発見できなかった。

b善福寺川、原寺分橋下流、魚類等調査結果

生 物 名 体重全長体長体高 健康状態等備考

CyprimEcamio コイ 1230145.0dn38.5dn12.5dn

〃 〃 53028．0 24．0 8．0

〃 〃 23023.0 19.5 6.5

（小計） 1990 3尾

（平均) 66332.027．3 9.0

Cyprinuscamio ヒゴイ 131038.032．710.6

88035．030．010．0 皮膚病
〃 〃

6

■

７
３

８
５

５
２

６
６

２
１

０
０
１
９

３
１

580

130

2900

725

3590

2銘0

2780

2300

2230

21側

1630

1520

1250

700

700

21780

1躯0

22670

320

290

280

270

130

12”

258

″
〃

〃

〃

（小計）

（平均）

色ゴイ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

(Cyprinus計）

langsdorfiギンブナ

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

尾ぐされ病

4尾

30.8

57.0

53.0

52.0

48.0

48.0

48.0

45.0

46.0

41.0

31.0

31.0

26.4

52.0

44.5

45.0

42.0

42.0

42.0

40.0

40.0

36.0

27.0

27.0

8.7

15.0

14.6

13.8

12.7

12.5

12.5

12.0

11.7

10.9

8．5

8．2

Cyprinuscamio

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

黄松葉 皮膚出血

白鯉 皮膚病

白ドイツ 皮膚病

白鯉 皮膚病

白写

紅白 皮膚出血

三色

白鯉 皮膚病

白鯉

三色

山吹

11尾

45.5 39.8 12.0

18尾
且

Carassiusgibelio

〃

〃

〃

〃

25.0

23.0

23.0

26.0

18.0

21.0

19.0

19.0

21.0

15.0

０
３
３
８
０

Ｆ
骨
①
口
早

８
７
７
７
６

0

5尾

23.0 19．0 7．3
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生物名

Micr叩terussalmoidesオオクチバス

体重全長体長体高健康状態等備考

60118.mn38.5qn4.5dnl尾

魚類合計 280201 24尾

c善福寺川鍛治橋下流魚類等調査結果

生物名

Carassiusgibeliolangsdorfiギソブナ

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

〃〃

（小計）

（平均）

Carassiussp. フナ

Carassiuscarassiusbuergenギンブナ

Cyprinuscamioコイ

Leuciscuslnlmnensis ウグイ

Cobitisanguillicaudatus ドジ且ウ

〃〃

〃〃

〃〃

（小計）

（平均）

Cam瞳msclarkiiアメリカザリガニ

〃〃

〃〃

0

，

橇
測
狂
如
如
唖
加
岻
、
血
血
鮖
刈
加
釦
別
冊
、
帥
如
鍋
弱
蛆
嘔
調
妬
“
釦

９
１

１
２

１

１

全長体長体高健康状態等備考

25.mn20.5qn7.3qn

&

25.0

23.5

23.0

21.0

18.0

18.5

19.0

18.0

16.5

16.5

15.5

20.6

20.0

18.5

17.5

15.0

15.0

16.0

14.8

13.0

13.5

13.0

０
５

５
０

１
０

３
０

５
８

０
■

●
■

Ｇ
■

Ｆ
●

●
●

由
り

７
６

６
６

５
５

５
５

４
４

４

12尾

20.0

22.0

24.0

15.5

19.0

18.3

19.0

18.0

16.0

16.5

15.0

19.5

13.5

16.3

16.0

16.5

15.5

14.0

６
７

０
１

７
１

３
８

５
守

り
■

●
ｑ

●
。

■
●

５
４

６
４

２
２

２
１

１

ヒレ長鉄魚？

ヒゴィ

抱卵

凸

リング付

4尾
、

17.8

10.0

11.0

10.0

15．5 1.9

2.7

3.0

2.5
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生 物 名

アメリカザリガニ

体重全長体長体高 健康状態等備考

201 3匹

40 10."n 2.7dn

l＞ 4．5

（小計）

（平均）

スジェビLealnerpaucidens

魚 類 合 計

そ の 他 合 計

2480

120

20尾

4匹
『

d 善福寺川 春日橋下流

Cyprinuscarpio

Cobitisalguillicaldatus

Phin"obiusbrmmeus

GamUlsiaaffinis

Anguillajaponica

魚類等調査結果

色ゴイ

ドジョゥ

ヨシノポリ

カダヤシ

ウナギ

0

約50dn

40120.5dnl7.5qn

3 5．5 4．5

1＞ 3．3 2．5

15 25．3

五色、魚影のみ

2.5an

1.0

0.8

1.0 死骸

Cammrusclarkii アメリカザリガニ

〃 〃

35 10.0

7 2．0

〃

５
７
６
２

４
１
１

1.5

3匹

4.5

10.5 4.0 2.0 ×3匹（幼生）

〃

（小計）

（平均）

ウシガエルRanacateskiarn

魚 類 合 計

そ の 他 合 計

3尾（死骸等除く）

6匹

51

83

e善福寺川 尾崎橋下流魚類等調査結果

生 物 名

Carassiusgibeliolangsdorfiギソブナ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

体重全長体長体高 健康状態等備考

245122．5dnl9.0qn7.0dn

2㈹ 22．5 18．5 6．8

135 19．5 16．0 5．8

130 19.5 16.5 5.3

100 17．5 15．0 4．9

80 17．0 14.0 4.4

65 14．8 12.5 4.5

0
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生 物

Carassiusgibelio

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

名

lalEsdorfiギンブナ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

buergeriキンブナ

〃

〃

（小計）

（平均）

フナ

ヒブナ

キンギョ

〃

〃

（小計）

（平均）

(Carassius計）

色コイ

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

幅
“
“
知
”
”
”
”
距
溺
加
叩
銅
顕
理
即
顕
“
沌
即
蛎
犯
哩
浬
廻
距
配
鍋

１
１
１

１
１
１
１
１

，
。
’
で
１
。
’
Ｇ
１
。
ｌ

ｑ

塞
唖
唖
、
叩
妬
蝸
妬
叩
踊
淘
賑
哩
淘
、
妬
淘
蛎
諏
即
犯
胴
”
加
如
沌
叱
“

１
１
１
１
１
２
２
１
１
１
２
１
１
１
１

，

重
閲
帥
娼
唱
娼
略
皿
、
岨
８
６
Ｗ
〃
妬
、
卯
弱
蚫
帥
帥
妬
印
、
妬
髄
Ⅳ
加
妬
妬
鴫
焔
８

体
吃
“
１
１
１
３
１
２
１
１
１
２
２
３
８

２
７

健康状態等備考

↑

口

Carassius carass1us

喝ｔ ｌａｒ
■
。
ｕ

叩
印
ａ

醍
鮨
鴎

，
鄙
・
鄙
・
鄙
が
〃

Ｓ
Ｓ
Ｓ

ａ
ａ
ａ

ｒ
ｒ
ｒ

ａ
ａ

ａ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

帳
幽
岻
顕
妬
、
妬
茄
池
師
”
理
“
“
“
“
“
妬
、
即
、
釦
”
蛎
卯
、
“
”

体高

4.0dn

×7尾

29尾

3尾

ヒレ長 鉄魚？

3尾

37尾

山吹

山吹

山吹

白山吹

4尾

凸

Cyprimlscarpio

〃

〃

〃

Q
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体重 全長 体長 体高 健康状態等備考

818．2dn6.8dn1.7qn

5 7.0 5.8 1.3

3 6.0 5.0 1.2

2 5．4 4．2 0．9

4尾

4．5 6．7 5．5 1．3

2 5.5 4.6 1.0

30 19.7 16.5 2.0

22 16．3 14．0 1．8

20 16.0 13．5 2.0

20 15．0 12．8 1.8

18 14.0 12．2 1.7

15 12．7 11．0 1．5

12 14．0 12．0 1.8

12 13.2 11.3 1．6

10 13．1 10.2 1．5

10 12．0 10.0 1．5

10 11．0 9．5 1．2

5 10．6 9.2 1.2

184 12尾

15.3 14.0 11.9 1.6

生 物 名

Pselnorasboraparva

〃

〃

〃

モツゴ

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

ヨシノボリ

ドジaウ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

7

Phinogobiusbrmmeus

CobitisalEuillicaudatus

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

■

Cammrusclarkii アメリカザリガニ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

2.0

1.5

1.4

1.2

0.5

9．2

11．5

9．5

9．2

1．5

12.0

13.0

11.4

10.7

2.0

26

10

5

5

1＞

46

9．2

5匹

刊

9.8 8．2 1．3

魚 類 合 計

そ の 他 合 計

58尾

5匹

2736

46
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f善福寺川宮下橋下流魚類等調査結果

生 物 名

C"rinuscarpio コイ

〃 〃 46 15．0 12．3

20 16．0 13．0

116

38．7 15．2 12．5

140 21．0 17．0

90 19．0 15．5

70 16.5 14.0

70 16．0 13.0

25 12．3 10．0

395

79 17．0 13．9

15 10.0 8.0

526

90 16．5 13．7

20 10．0 8．2

7 7．2 5．6

4 6．5 5．3

121

30．3 10．1 8．2

10 8.4 7.0

1＞ 4．0 3．4

1＞ 2．7 2．2

1＞ 3．8 3．2

1＞ 3．0 2．5

1> 4.0 3.4

1＞ 3．5 3．0

32 18.0 16.0

15 14．0 12.0

12 12.0 10．3

11 12.5 10.7

10 10.5 9.0

体重 全長 体長全長 体長

50114.4qn12．314.4qn12.鉤、

体高

4.0an

3．7

4．8

健康状態等備考

ヤセ型

3尾

〃 〃

（小計）

（平均）

Cyprinuscaxpio ヒゴイ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Cyprinuscarpio 色ゴイ

(Cyprinus 計）

Carassiusgikliolangsdorfiギンブナ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Carassiussp. ヒブナ

Pseudorasmraparva モツゴ

ノノ 〃

1

２
５
４
５
５
２

■
■
●
●
●
●

４
５
４
４
４
３

■

5尾

4.4

2.6 白ドイツ

9尾

4.5

3.0

2．0

1．9

ｲ カリムシ寄生

4尾

2.9

2.5

0.6

0.3

0.6

0.5

0.6

0.6

2.2

1.5

1.6

1.6

1.2

×6尾

（平均）

ヨシノポリ

7尾

Phinogobiusbrmmeus

〃

凸

〃

Ｊ
ウ
・

均
ョ

平
ジ

／
Ｉ
、
が
卜
″
〃
″
〃

2尾
W

Cobitisanguillicaudatus

〃

〃

〃

〃

－16－



体重 全長 体長 体高 健康状態等備考

81.12.0dn1O.Mn1.3qn

7 10．7 9．3 1．3

95 7尾

13．6 12．8 11．1 1．5

10 6．5 1.8

，4．0

3．0 ×5匹
8‘

2．0 ×6匹

“1．0 ×3匹

18 16匹

1．1 2．5

生 物 名

Cobitisanguillicaldatus ドジョウ

〃 〃

（小計）

（平均）

Cammrusclarkii アメリカザリガニ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

V

a

尾
匹

０
６

３
１

魚 類 合 計

そ の 他 合 計

742

18

果識調
イ

等
．
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

類魚流
名

下橋堀田
物
Ｏ

和
・
口

ｒａ
ｌ

Ｃ
ｊ寺
生
Ｓ

率
・
皿
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

卯
９
Ｃ 体重 全長体長体高 健康状態等備考

6500164.hn54.“n19.0an

3卯0 62.0 54.0 16.0

37㈹ 59.0 51.0 16.0

3300 58.0 50.0 15.0

32帥 55.0 48.0 16.5

3m0 55.0 47.0 16.0

3㈹0 55.0 47.0 15.0

2850 54.0 46.0 15.0

2770 54.0 47.0 15.0

2700 54.0 45.0 14.0

2500 52.0 44.0 15.0

2400 50.0 42.0 14.0

23㈹ 51．0 42．0 14．0

21帥 53．0 44．5 13．0

1650 47.0 40.0 13.0

■

1500 45.0 38.0 12.0〃〃

－17－



生 物 名

C"rinuscarpio コイ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Cjprinuscarpio ヒゴイ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Cyprir皿scamlo 色ゴイ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

(Cyprinus計）

体重 全長 体長 体高

1300143.mn37.随n12.hn

1260 38.0 33.0 12.0

1250 40.0 35．0 12．0

540 29．0 25．0 9．0

90 17．0 14.5 5．0

" 16.5 14.5 5．0

85 16.0 13.5 5.0

55 14．5 12.0 4．5

35 13.0 10．5 3.5

約50

約40

約鉛

52125 4

2085 43．8 36．2 12．3

2600 54.0 46．0 13.0

2400 52．0 45.0 14．0

2350 54.0 46.0 14.0

1600 41.0 34.5 13.5

1320 40.5 34.5 12.5

10270

2054 48.3 41.2 13.4

5000 64.0 M.0 17．0

2850 55.0 46.5 14.5

2250 56．0 47．0 13．0

1350 42．5 37．0 12．0

11450

2862 54.4 45.1 14.1

73845

健康状態等備考

マ

■

尾
尾
尾
十

６
８
４
尾

×
×
×
記

5尾

ロ

ミ
ミ
グ
ミ

ス
ス
セ
ス
尾

白
緋
緋
緋
４

心

34尾十18尾

▽

Carassiusgibeliolangsdorfiギンブナ

（小計）

5514.5 11.5 4.0 ×2尾

110 2尾

－18－



健康状態等備考

×7尾

体重 全長 体長 体高

518.mn7．"n2.0dn

3 6．0 5．3 2．1

38

生 物 名

Pseudorasmraparva

〃

モツゴ

〃

（小計） 8尾

44尾十18尾魚 類 合 計 73993

井の頭線車庫脇 魚類等調査結果

物 名

gibeliolangsdorfiギソブナ

川
生
醒

田
副
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

神
率

ｒａ

ｈ
Ｃ 健康状態等備考体高

3.5dn

3．2

3．0

3．0

2．8

2．8

2．7

2．3

2．3

2．0

1．8

1．5

長
麺
５
２
０
５
３
０
４
２
５
２
３
８
３
５
２
８
０

体
９
８
８
８
７
７
７
６
６
５
５
４
６
５
４
４
１
３

長
櫛
叩
叩
躯
叩
叩
顕
即
応
、
“
顕
“
“
顕
印
皿
那

全
１
１
１

牙

重
釦
加
加
賜
胆
加
加
皿
８
５
５
２
５
２
２
１
１
シ
７
８

５
１

体
１
１
約
０

■

Ｊ
ｊ

７
Ｊ

計
均
ゴ
計
均

小
平
ッ
小
平

″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〆
ｆ
、
／
１
ｋ
モ
〃
〃
〃
〆
ｆ
１
〆
Ｉ
、

×2尾

13尾

2.5

1.3

1．2

0．9

0．3

Pselnorasmraparva

〃

〃

〃

尾
尾
２
５
尾

×
×
Ｑ
〕

4

0.6

50 14．0 11．0 0.4ヒブナCarassiussp.

23尾魚 類 合 計 212

－19－



川
生
唾

田
副

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
神

韮ｒａ
、
１

（
し

錦橋魚類等調査結果

物名

gibeliolangsdnrfiギソブナ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

考備等態状
尾
尾

尾
尾

康
２

２
４

２
健

×
×

×
×

轤
麺
“
抑
“
“
諏
距
如
錨
狸
如
知
知
弧
躯
知
泌
距

全
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

１
１

，

体

･

重
布
弱
弱
鋤
鋤
あ
妬
加
加
加
暗
唱
鴫
旭
岨
、
岨
皿

０
０

０
５

５
５

５
５

５
５

３
１

１
１

０
．

６
８１

長
和
郡
加
加
魍
加
岻
唖
、
叩
賑
叩
叩
躯
妬
躯
踊
顕

０
５

５
５

５
３

０
７

５
七

●
甲

●
●

。
、

■
甲

８
７

７
７

７
７

７
６

６

権
恥
岻
岬
皿
妬
叩
叩
卯
卯
卵
“
即
祀
即
妬
、
ｍ
”

５
０

０
２

０
０

５
５

４
■

Ｆ
■

申
①

申
■

由
■

６
６

６
６

６
６

５
５

５

″
″

〃
〃

″
〃

″
〃

〃

2．3

2．2

2．0

2．0

2．1

2．0

2．0

2．0

2．0

Ｊ
Ｊ

計
均

小
平

″
″

″
〃

″
〃

〃
″

〃
ｒ
、

／
Ｉ
、

皮膚病

凸

9

33尾

9.88．03．0

Phmeusmoriokae タナゴ 1＞3．32.71.0

－20－



物名

brLmnellg

，

重
２
１
１
１
１
１
ン
血
１
７
７
７
６
６
５
５
４
３
４
３
３
３
１
ン
花
３
０
０
５
５
０
０

体
１

１
２
２
１
１
１
１

健康状態等備考生

Phin"obius

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

全長体長

5.Mn4.4dn

ｎ

高
地
叱
叱
岻
叱
“
胴

体

Ｊ
Ｊ

ウ
リ

フ
ｊ

獄
輯
鍛
老

計
均
ゴ

ポノ
小

平
シ

シ
〃

〃
〃

〃
〃

〃
／
Ｉ
、
／
Ｉ
、
モ

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃
／
’
、
／
Ｉ
、
ド

〃
〃

〃
〃

〃
ヨ

4.5

4.3

4.0

3.7

3.5

2.7

3.8

3.5

3.4

3.2

3.0

2.2

×3尾

×3尾

11尾畝

3.9

8.5

8.0

8.0

7.5

7.2

7.0

7.0

6.8

6.5

6.0

5.5

5.5

5.0

4.0

2.5

3.0

7.0

6.7

6.5

6.0

6.0

5.8

5.7

5.7

5.5

5.0

4.6

4.5

4.1

3.5

2.2

0.5

1.7

1.6

1.5

1.5

1.5

1.5

1.4

1.5

1.3

1.2

1.1

1.0

1.0

0.7

0.5

Pselnorasboraparva

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

×2尾

×2尾

×8尾

24尾

1.0

1.9

1.9

1.6

1.8

1.7

1.8

5.0

16.5

15.5

15.0

14.5

14.5

13.6

4.4

14.2

13.5

13.2

12.5

12.3

11.7

Cobitisanguillicalnatus

〃

〃

〃

〃

〃

1013．511．51．7〃 〃
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生 物 名

Cobitisalguillicaudatus

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

繕等憾
尾
尾

康
２
３

尾
健
×
×
２

２

，

高
麺
２
３
２
２
１
０
０
０
０
８
８
３

体
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
０
１

ｍ

帳
躯
卯
妬
叫
卯
叩
甑
”
妬
沌
池
“
”

ｎ画

長
山
山
”
“
晒
叩
叩
叩
距
幽
鰹
妬
哩

全
１
１
１
１
１
１
１
１

分

重
岨
蛆
８
５
５
５
５
５
５
５
５
３
６
５

体
喝
＆

ウ
ブ
Ｊ

計
均

ヨ

ジ
小
平

〆
、
‐
〃
〃
″
〃
″
〃
″
″
″
〃
〃
／
１
ｋ
〆
ｆ
、

9

葛

Cammrusclarkii アメリカザリガニ 2010.0 2.5

魚 類 合 計

そ の 他 合 計

874

20

尾
匹

１
１

９

j 神田川 鎌倉橋

生 物

Cyprinuscamio

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

イ
ー

果
．
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

結査調等
名

類魚

体重全長体長体高 健康状態等備考

2100147.hn40.bnl4.0qn

850 36.0 31.0 11．0

108 17．0 14.5 5．0

90 17,0 14.5 5.0

70 16．0 13.6 4.8

70 15.5 13.2 4.6

70 14．5 12．5 4.5

60 15．0 12．5 4．5

50 15.0 12.5 4．5

50 14．5 12．5 4．5

50 14.0 12.0 4.2

ず

－22－



生 物 名

Cyprinuscarpio

体重 全長体長体高 健康状態等備考

40113.mn11.5dn4.0dn

38 12．310．5 3.7

3646 13尾

280 19．016．2 5．7

1銘0 48.042.0 13.0

1960 49.042.0 13.5

1800 48.042.0 13．0

コイ

〃

(小計）

(平均）

ヒゴイ

〃

〃

〃

cypr･inuscarpio

〃

〃

100

55

50

45

40

6130

613

65

45

110

55

660

70

730

365

10616

42

32

21

20

13

16.0

12.5

12.5

12.5

12.0

３
３
０
０
５

？
■
早
巳
■

５
４
４
４
４

18.5

15.0

14.5

14.5

15.5

″
〃
〃
″
〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

色ゴイ

､

×2尾

×2尾

10尾

25.3

17.0

15.0

21.7

14.5

12.5

０
０
５

７
５
４

白鯉

白鯉

2尾

Cyprinuscarpio

〃 〃

（小計）

（平均）

Cyprinussp． フナコイ

〃 〃

（小計）

（平均）

(Cyprinus 計）

Carassiusgibeliolangsdorfiギソブナ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

16.0

31．5

15.0

13.5

26.0

12.5

4.8

10.5

5．0

皮膚病

2尾

23.319.3 7．8

27尾

13.0

11.5

10.0

10.5

8．5

０
５
０
０
７

①
■
●
申
■

４
３
３
３
２

10.5

9．3

8．2

8．5

7．0

８
１
０
３

６
６
６
５

５
５
５
５

８
７
７
６

2.5

2.3

2.2

1.9

１
８
６
３
６

１
５

″
〃
〃
〃

〃

〃

〃

〃

（小計） 9尾

－23－



生 物 名

ギソブナ

Pseldorasmraparva

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ｌｍ

長
３
５
５
３
５
６
０
５
２
０
３
９
５
５
９
０
０
５
５

全
９
８
７
９
８
９
８
８
７
８
７
６
６
５
７
８
８
６
７

１
１
１

１

７

重
３
釦
胆
岨
８
７
７
６
６
５
５
３
３
２
８
２
０
８
０
８
６

３
・
３
２
２
７
２

体
Ⅳ
１
７

健康状態等備考

（平均）

モツゴ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

（平均）

ドジョウ

〃

〃

（小計）

（平均）

\

q

CobitisalEuillicalnatus

〃

〃

帳
妬
沌
“
泥
泥
即
“
、
即
”
卸
顕
顕
“
“
顕
顕
“
副

１
ｌ
ｌ

ｌ

体長 体高

7.5qn2.8dn

2.0

1.8

2.0

1.7

2.0

1.9

1.0

1.7

1.8

1.7

1.6

1.3

1.3

×4尾

×2尾

×3尾

19尾

1.8

1.9

1.8

1.6

3尾

1.8

魚 類 合 計 58尾10988

k 神田川 蔵下橋付近

生 物

CjPrinuscarpio

〃

〃

〃

〃

〃

〃

果結
イ

査
．
〃
〃
〃
〃
〃
〃

調等類魚
名

体重 全長 体長 体高

12518.0 16.0

11018.0 15.5

11018.0 15.0

10017.5 14.5

8516.0 13.5

8016．5 13．5

健康状態等備考

185122.0qn18.3qn5.95．9m1

5．35．3

5.05.0

5．05.0

5.05．0

4．54．5

4．64．6

申

－24－



生 物 名

Cyprinuscarpio コイ

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Carassiusgibeliolangsdorfiギソブナ

〃 〃

〃
〃

（小計）

（平均）

CarassilEsp. ヒブナ

〃 〃

（小計）

（平均）

Pseudorasmraparva モツゴ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

（小計）

（平均）

Cobitisarguillicalnatus ドジョウ

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃
〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

考
生
備
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体重 全長 体長 体高 健康状態等備考

517.0dn6.2dnO．5qn

lO4 12尾

8．7 9．6 8．3 1．0

生 物 名

CObitisarguillicaudatus ドジョウ

（小計）

（平均）

魚 類 計合 52尾1293

生

Cyprinus

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

l 神田川 方南第一橋付近 魚類等調査結果

物 名

carpio コイ

Carassius gikliolargsdorfiギンブナ

健康状態等備考体重 全長 体長 体高

92，17．0dn14.0dn 5．0an

3.0

2．9

2．5

2．3

2．0

2．0

2．0

2．0

1.6

矧

０
３
０
９
９
８
８
８
５
０
０
０
９
８
７
７
７

２
１
１

９
１
１

10.0
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8．0
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6．7

7．0
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5．3

２
０
５
０
４
７
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３
２

④
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。
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５
５
５
４

Ｊ
Ｊ
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″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
／
Ｉ
、
／
日
、
ヒ
モ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

イカリムシ寄生

9尾

2.3

2.4

1.5

1.3

1.2

1.2

1.2

1.0

1.0

1.1

1.2

1.1

1.0

0.8

５
５
５
５
５
５
４
５
５
３
０
８
３
８

■
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り
由
●
。
●
■
●
。
●
■

７
７
７
６
６
６
６
５
５
６
６
５
５
３

6.1

6.0

6.3

5.5

5.3

5.2

5.3

4.5

4.5

5.3

5.0

4.8

4.2

3.2

Carassiussp.

Pseudorasmraparva

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

尾
尾

２
２

×
×

7

×2尾

６
３
２
２
１
１
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生 物 名

Pseudorasmraparva

〃 1＞

83

3．8 5．0

24 16．5

20 15．0

11 14．0

9 11．5

7 8．9

5 8．5

4 7．8

1 5．5

90

10 11．0

体長 体高体重 全長全長 体長

113．43.4qn2.3

2．42．4 2．0

健康状態等備考

モツゴ

〃

（小計）

（平均）

ドジョウ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（小計）

(平均）

2．3dn0．7qn ×3尾

×4尾

22尾

0.5

4.0

14.3

13.2

12.2

9．8

7．7

7．4

6．8

4．7

0.9

1.7

1.6

1.6

1.4

1.1

1.0

0.9

0.7

Cobitisanguillicaudatus

″
〃
〃
″
″
〃
〃

×2尾､

9尾

9.5 1.3

魚 類 合 計 365 42尾
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3 底 生生 物

(2)調査方法など(1)調査結果の極要

ア 調査月日

昭和57年5月25日と昭和57年10月20日の

2回調査した。

おもな出現生物は、ミズミミズ、エラミミ

ズ、イトミミズ、シマイシビル、ノ､バヒロビ

ル、モノアラガイ、サカマキガイ、ドブシジ

ミ、ミズムシ、ホシチョウバエ、セスジユス

リカ、ヒメナガユスリ力などである。これら

は、いずれも汚濁耐忍性種である。

汚濁非耐忍性種としては、善福寺上池と下

池の流路で採取されたカワニナとマシジミだ

けである。優占種は、ミミズ類、ユスリカ類

である。

出現種数は、妙正寺川・春3種・秋3種、

善福寺川・春20種･秋20種、神田川･春10種

・秋15種であった。

底牛生物から見た水質の状況は、松下橋が

きわめてきたないとされる強腐水性水域であ

り、善福寺川と神田川では、かなりきたない

とされるα中腐水性水域である。

また、善福寺上池と下池の流路では、カワ

ニナとマシジミが生息しているものの、出現

種数が、春6．秋8であり、α中腐水性水域

と判断される。

なお、カワニナは、ホタルの幼虫が寄生す

ることで有名であり、善福寺上池と下池の流

路では、条件が整えば、ホタル生息の可能性

がある。

E

イ 調査機関

環境管理センター㈱に委託した。

ウ 調査方法

河床が石礫の瀬の部分で、地点を代表する

場所を選定し、サーバネット（25×25diの

金属方形枠に60メッシュのサラシ網を付けた

もの）によりコドラート（25×25di)内の底

牟牛物を採取し、10％ホルマリン液で固定し

た。サンプルは1地点につき2コドラートと

した。

サソフ・ルは持ち帰った後、分析フルイ（

MESH42･0．35mn)を用いて泥等を洗い

流した後、肉眼で認められる底生生物をすべ

てピソセット等で拾い出し、実体顕微鏡及び

生物顕微鏡で鏡検し、種の同定と個体数の計

数を行なった。

また、定性的な調査として、生物用チリト

リ型金属網等で周辺のサソプリソグを行ない、

特徴的な種や貴重種については、採取、記録

し、必要に応じて種の同定を行なった。

エ 調査地点

妙正寺川l地点、善福寺川5地点、神田川

3地点、及び善福寺上池と下池の流路1地点
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方南第一橋付近（和泉4丁目）

（後載の一覧表では、K－5と表示）

口 その他の地点

善福寺上池と下池の流路（善福寺2丁目）

（後載の一覧表では、Z－1と表示）

の合計10地点で調査した。

㈲ 妙正寺川

松下橋付近（下井草1．3丁目）

（後載の一覧表では、M－lと表示）

（ｲ）善福寺川

寺分橋付近（善福寺1丁目）

（後載の一覧表では、Z－2と表示）

井荻橋付近（西荻北3．5丁目）

（後載の一覧表では、Z－4と表示）

春日橋下流（荻窪2丁目）

（後載の一覧表では、Z－6と表示）

尾崎橋下流（成田東2・成田西2丁目）

（後載の一覧表では、Z－7と表示）

和田堀橋下流（和田2．方南2丁目）

（後載の一覧表では、Z－9と表示）

㈲ 神田川

井の頭線車庫脇（久我山2丁目）

（後載の一覧表では、K－1と表示）

鎌倉橋下流（浜田山l･下高井戸4丁目）

（後載の一覧表では、K－3と表示）

オ 底生生物から判定された水質階級

汚濁非耐忍性の種数をAとし、耐忍性種の

種数をBとしたとき、2A+Bをもって、

bioticirn唾 とする｡この数値を使って

水質階級を判定する。

結果を下表に示す。

4

(3)調査結果

p、30～p.33に記載

、

神 田 川善 福 寺 川善福寺
上池

剣正調|’ 方
第

１

南
橋

和
堀

田
橋 車庫脇 鎌倉橋春日橋 尾崎橋～下池 松下橋 寺分橋 井荻橋

K－5Z-4Z-6Z-7 Z-9 K-1 K-3 K-

Pm Ps am crm PS Ps am

β、 α、 α、 α、 α、 α、

Z－11M-11Z-2

57．5．25 pS pSα、

57.10.2011"mlPslPm α、α、

－29－

2A＋B

＞20

11～19

6～10

0～5

階 級

きれい。貧腐水性水域 os

ややきれい。β中腐水性水域 βm

かなりきたない。α中腐水性水域 αm

きわめてきたない。強腐水性水域 ps



底生生物の個体数o(25×25cm×2検体）
昭和57年10月20日

河川名

採集地点

少正寺川 善 福 寺 川 神田川

M-1 Z－1 Z－221Z-41Z-61Z-71Z-9Z－4 Z－6 Z－7 Z－9 KgrIK-Z｢X/5-K－3

耐忍性分 類 生 物 名
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ｐ
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’河川名 ｹ正寺川 善 福 寺 川 神 田 川
1

採集地点 M－1 Z-1 Z－2 Z-4 Z－6 Z－7 Z－9 K－1 K－3 K-5

耐忍性生 物 名分 類

284個 体 数

》’３ 1042 1744 285 366 458 1137

妬
－
９

1873

種 類 数 6 11 11 10 8 107

、
｜
週

Bioticindex(生物指数） 7 11 11 103 8 6 99

β、 β、 β、水 質 階 級 pB α、 α、 α、 α、 α、 α、

その他 ミミズ類の卵塊 14

“
ｰ

シマイシピルの卵塊 1 1 10 2 3 3 3 2 8

オオケチヨウパエの蝿 11

セスジユスリカの蝿 3 8 65 5 25 22

セスジユスリカの亜成虫 1 18 16

５
’

1ユスリカの蝿 5 12 8

ユスリカの亜成虫 1

ヒメナガユスリ力の蝿 9

1ホシチヨウパエの蝿 1 2

巻貝類の卵塊 1



底生生物の個体数o(25×25cm×2検体）
昭和57年5月25日

妙正寺jl河川名

採集地点

善 福 寺 川 神 田 川

M－1 Z－1 Z－2 Z－4 Z－6 Z－7 Z－9 K－1 K－3 K－5

分 類 生 物 名 酎忍性

袋形動物
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皿一

B 32 2

B 1

軟体動物 B 207

ｌ
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A [:屍

B 13

B 5 8 1

B 85

B 2 1

B 326 23 49 16 12 34 97

水生昆虫

双翅目 ホシチヨウパエPBychodaalternata B 1 3

ユスリカの1種

セスジユスリカ

ヒメナガユスリカの1種
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個 体 数 2334 861 2657 828 238 2736 442 646 2351 2102

種 類 数 3 7 115 5 8 7 6 85

Bioticindex ( 生物指数 ） 3 8 11 85 5 7 5 85

β、水 質 階 級 ” α、 PS PS α、 α、 PS ” α、

I



P

河川名 沙正寺jl 善 福 寺 川 神 田 川

採集地点 M－1 Z－1 Z－2 Z－4 Z－6 Z－7 Z－9 K－1

闇一 K－5

耐忍性生 物 名分 類

ミミズ類の卵塊

シマイシピルの卵塊

6

『
曲
‐

その他

8 21 3i 386 25

セスジユスリカの卵塊 1
３
－
”

9

2 12セスジユスリカの蝋 96 140
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4． 植 物

かには幹が折れ空洞がのぞいたものもあり趣

をそえる。

初夏の頃、上池の北側でも、鮮やかな新緑

の中で木々がつぎつぎに花を咲かせる。木の

花といえば、ウメとサクラとモモで、春を知

る都会人にとっては珍しくもあり、楽しくも

あり、育ちざかりの古里さえ忍ばれる香が漂

う。トチノキの綿帽子をかぶせたような白い

花、傷ついた2本の木のマロニエの淡桃色の

花、目立たないがラクウショウの細い黄色の

花、2本しかないセンダンの紫色の小粒の花。

先住権を誇るがように、枝を四方に張り雄姿

を示すイヌザクラ、古木に似ずゴマ粒を房状

に並べたような小ぶりの白い花。公園事務所

の隣りの空地の隅に植えられたハクウンポク

の白布で覆いつくしたような花、独特の匂い

のあるシイノキの花、エゴノキの花、クヌギ

の花等。イチョウの下のベンチに腰かけ、遠

くで鳴くウシガエルの声が静寂な池面を流れ

てくるのに聞きいっていると、イチョウの2

億6千万年の悠久の世界に比べ、栄枯盛衰わ

ずか100年の人間生活のわびしさ。木の精た

ちの深遠さを想う複雑な気浄こなる。

東側斜面は、シイ、カシ、モウソウチク、

ケヤキ、クヌギの高木を主体とした、昔の屋

敷林が残り、これらの木の間に育ったわずか

の杉も、不思議に林より高くなった部分だけ

梢が枯れている。低木にムラサキシキブ、カ

エデが育ち、なぜかヒサカキだけは、侵入禁

止の生垣になるほど茂っている。下草には、

(1)善福寺川と神田川を歩いて

小原 一正

ア．善福寺池の植生

江戸時代は、徽命の水”として住民に親し

まれ、猪はじめ多くの獣も水を飲みにきたと

いわれる善福寺池。昭和57年に行なわれた、

杉並区の緑被率調査によれば、この地区の緑

被率は、34.26形で区内2位である。上池、

下池の2つの池に分かれ、池の周辺には種灸

の樹木が茂っている。

昭和初期に比べれば、見た目にも失われた

ものが多い。なかでも池畔に亭々とそびえた

杉林、我物顔にはびこったヨシアオギ、池底

まで見えた澄んだ水、今はもうない。スギヤ

オギや清い水に関連する植物も昔のものにな

ってしまった。

現在は都市公園化し、池の周辺に植えられ－

た木々がすくすくと育ち、新しい条件に生き

残った植物とある程度一体化している。造ら

れた明治神宮の森には、広さからいっても、

木の種類や数から見ても匹敵しないが、ポー

トの浮かぶ公園として風情があり、親しみ

のもてる意義ある憩いの場である。

善福寺バス停のある上池の入口には、高さ

10mを越す5本のユリノキがあり、初夏には

緑黄色のチューリップに似たみごとな花を咲

かせる。まわりには樹令50～60年のソメイヨ

シノザクラが10本あり、池のまわりにも10数

本のサクラが散在し、ヤマザクラも混り、な

●
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幹まわり80cmもあるこまたのヤマグワがあり、

道路上まで枝を伸ばしている。下草は稀れで

ネザサ、ジャノヒゲ、オモト、シュロ（幼木）

がわずかに生えている。日当りの良い所で

は、サツキ、ツツジの根元に、ハキダメギク、

キツネノマゴ、カタバミ、イヌタデ、センダ

ングサ、コナスビ、イヌビエ、アオスゲ、セ

イヨウタソポポ、ヒメムカシヨモギ、ヒメジ

ョオソ、ヘビイチゴ、ノ、コベ、ツユクサ、イ

ヌワラビ、スイカズラ等が一面に茂っている。

池の中央に稀少価値を残してスイレンがあ

り、北側に吹きだまりのように、気息奄奄と

フトイ、コガマ、ヨシ、ミクリがある。水の

汚濁のせいか、水面にも、水底にも藻らしい

水草は1本も見あたらない。

下池の埋立地には、エンジュ、トチノキ、

トウカエデが植樹され、すくすくと育ち、ハ

ジャノヒゲ、アオスゲ、ミズヒキ、ヤマウド、

ツルウメモドキが散在する程度である。それ

でも日当りの良い空地では、オオバコ、イノ

コズチ、ハキダメギク、イヌタデ、アオビユ、

アリタソウ、カキドオシ、カタバミ、オヒシ

バ、ツユクサ、メナモミ、ヒメジョオン、タ

ンポポ、イヌビユ、ハコベ、ノコソギク、オ

オバジャノヒゲ、ヨウシュヤマゴボウ等が所

せましと繁茂している。トコロ、ヤマノイモ、

カナムグラ、ヤブカラシ等でマント群落の始

まった所もある。

西側斜面は、イヌザクラ、サワラ、アカマ

ツ、クヌギ、ハルニレ、エゴノキ、スギ等が

混生し、なかでも目通り1m近いイヌザクラ

が王者の風格をそなえ君臨している。低木に

ムラサキシキズニワトコ、エゴノキ（幼木)、

アオキ、ヒサカキ、ウシコロシが散在し、

.零塁白両
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ビ、ミゾシダ、ヒトリシズカ、ヤブマオ、ミ

ズヒキ、ニリソソウ、イチリソソウ、イチヤ

クソウ、アキカラマツ、クサノオウ、ムラサ

キケマン、タケニグサ、チダケサシ、キンミ

ズヒキ、ヌスビトハギ、イカリソウ、タチツ

ポスミレ、カタクリ、キツネノカミソリ、ヤ

プジラミ、ワニグチソウ、ヤマトリカブト、

ヤブレガサ、ウラシマソウ、イヌシヨウマ、

木では、コブシ、カシ、シイ、クヌギ、クリ、

エゴノキ、タケ等である。国有林で人が入れ

ず、50年以上昔の多摩丘陵に見られるクヌギ

の下草群落が見られる。（杉並区立済美研究

所発行、杉並の生物環境昭和巧2年2月15日

より）

改修工事は施行され、立入禁止区域だし、

調査の方法もないまま、これらの植物は絶滅

したと信じていたが、たまたま斜面の一部に

カタクリが残っているとの話を聞き、昭和57

年4月10日、管理者の許可を得て、小島進氏、

区公害課長らと同行し、カタクリを探ること

になった。

厳重な金網のあるグランドの門を入る、さ

すが大蔵省と設備の立派さに驚く。人の好さ

そうな管理人夫妻に迎えられ、近くまで案内

して貰う。グランドの北側が崖となり、崖上

には、ヤマザクラ、モウソウチク、イヌザク

ラ、コブシ、ハルニレ、アオカシ、ミズキ、

ナラ、クヌギ、エノキ、ケヤキ、サワラがあ

り、急な崖には、アオキ、ニワトコ、コウゾ、

ヤマクワ、ノイバラ、サンショウ、ネザサが

茂り相当な薮になっている。細枝につかまっ

てやっと下りる。崖下は狭い平地になってい

るが、雑草が生茂っているので、それらしい

物はなかなか見つからない。腐った柵があり、

キダメギク、イノコズチが生育を始めている。

下池の水の汚染もひどいが、マコモ、ヨシが

池の三分の一を占め、ミクリがわずかに生え、

スイレソが残り半分を占めている。周辺に珍

しく幹まわりlm近いコマユミの大木がある。

コブシも2，3本ある。この2種は相当の年

数を経ていると思われる。

11月の上旬、上池入口の西側に、区内では

残り少くなったドングリが足の踏み場もない

ほど落ちている。幹まわりlm近いクヌギが

12,3本茂り、黄褐色に紅葉し、低木のアオキ、

ガマズミの赤い実と、ムラサキシキブの紫色

の実がともにみごとである。

少

イ．カタクリの残る久我山

井ノ頭線の久我山駅で下車、神田川沿いに

約300m下ると、南側が崖地となり、川岸は

5mぐらいの高さにコンクリートで固めてあ

る。ここに久我山雑木林の一部が残っている。

崖上の台地は大蔵省のグラウンドで出入も自

由にできなく、川の両側にある遊歩道も、こ

こだけは北側だけとなっているので、足を踏

み込むこともできない陸の孤島となっている。

昭和4畔の春、杉並自然友の会員が、ここ

でカタクリの自生を発見した。その頃、都は

河川改修工事でコンクリート壁を作る予定で

あった。早速、友の会会長西沢二郎氏を中心

に、昭和5畔4月15日、杉並区長宛自生地の

保護要望書を提出した。区環境課でも都知事

宛に、保護要望書を提出したが、河川改修工

事は実施された。

要望書を提出する時点で、自然友の会では

再三調査し、確認した珍しい野草として次の

ようなものをあげた。ゼンマイ、コウヤワラ

0

－36－



に遊歩道があり、ツツジ、アベリアが盛んに

植えられている。数年後にはみごとな道路と

なるだろう。可憐な雑草の花を愛し、不思議

な野草の種子に興味を持ち、少しでも自然に

親しみを抱く人には、車庫の1m足らずの土

手は格好の観察場所である。

初夏には、ノイバラ、ミチヤナギ、カタバ

ミ、クワモドキ、イタドリ、イヌビエ、ノ､ル

ノノゲシ、クズ、オオバコ、イヌキクイモ、

ホソムギ、アキノノゲシ、オオイヌタデ、イ

ヌノフグリ、クサイ、ヤマブドウ、アレチノ

それを飛び越した所にやっと待望のカタクリ

の花が見つかる。

15．6本ずつの2つの群落に大別され、柵を

はみだして1本になっている物もあり、一枚

葉で花をつけていない物もあり、全体で50本

ぐらいである。一枚葉だけの物があるのを見

ると少しずつでもふえていることは分かるが、

立入困難な場所にかかわらず、2，3日前に握

り取った穴があり、穴のまわりに茎だけのも

の、球根が切られたもの、一枚葉のもの、が

捨てられている。心ない人によって握り取ら

h

ギク、イヌムギ、カモジグサ、アリタソウ、

セソダソグサ、コヒルガオ、シロツメクサ、

セイヨウタンポポ、ノ､ルジョオソ、ヒメジョ

オソ等のそれぞれ特徴のある茎や葉が伸び、

なかには花や実を持ったものがある。秋には、

れたことは確実で、穴の数からみて20本

はくだるまい。捨てられた物は無駄とは

思うが、再生したら元の場所に戻すつも

りで、12，3本拾って持ち帰り、鉢植えに

して活性剤を施す。

まわりの草むらには、ヤブレガサ、

キツネノカミソリ、イチリソソウ、

イヌシヨウマ、ホトトギス、ヤマユ

リ、ヤマトリカブト等珍しいものが

混生し、カタクリとともに今も残っ

ている。壊ｵでてしまったとはいえ、そ

の当時区で作った柵が役立ったので

あろう。改修時の工事人の細かい配

慮と、区当局の対策が、気むずかし

い野草にも通じたことの成果である。

川を隔てた北側の遊歩道から、この

意義ある植物群落が、誰れにでもた

やすく見える方策はないものだろう

か。生物の生命は一瞬に終えること

はできる。しかし、その担い手だけ

にはなりたくない。

久我山の川を隔てた反対側は、京

王電車の車庫になっている。その間

巳

3．久我山雑木林、カタクリ
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エノコログサ、ヨモギ、メガルカヤ、ススキ、

メヒシバ、オヒシバ、ノコンギク、ヤブマメ、

イヌタデ、オナモミ、ヌカキビ、カヤツリグ

サ等、千差万別の花や実がたけなわである。

のか、無念である。我々の無知、無意識の行

動が自然破壊に繋がるかと思うと恐ろしくな

る。

ホテイアオイの茂った1エーカー(4047㎡）

の池が、225人分の下水処理後の水の栄養

塩類を除去すると言われている。また、金魚

鉢のカナダモが水中の窒素酸化物を吸収し、

養分としていることもわかっている。何処か

で大大的に、善福寺川を使い、オラソダカラ

シを利用して水質の変化を調べる研究こそ、

今日的課題ではないだろうか。

善福寺川は河川工事も徹底し、河床も毎年

定期的に渡われるので､水草は絶えてしまいそ

うであるが、ヤナギモ、エビモ、オオカナダ

モ等が井荻小学校の付近からわずかに生えは

じめ、下流に行くほど見た目には水もきれい

になり、臭気も少くなり、水量も増えるので

勢いよく伸び、量も多くなる。桃二小学校付

近では、夏になると水面に水草の花が、細か

い白い花を紙吹雪でもまいたように一面に咲

きほこる。

サジオモダカも初夏になると、水面上に葉

と茎を出してくる。八幡西橋付近から寺分橋

の間に多く、はじめは1，2本見える程度で

あるがだんだん数を増し多い所では50本、

200本く･らいの群落になる。不思議なことに

関根橋を過ぎるとほとんど見られなくなる。

水中の藻類がふえるためだろうか。これも秋

の川唆いまでで後はもう見られない。したが

って、花をつけたのは見たことがない。

なお、川岸に近く土の堆積した所には、陸

生の植物、タネツケバナ、スズメノカタビラ、

ギシギシ、ウマノアシガタ、スズメノテッポ

ウ、オオケタデ、オオイヌタデ、アカザ、ア

ウ．オラソダカラシ(WaterCress)の生

える善福寺川

オラソダカラシは明治の初期にヨーロッハ

から日本に入ってきた多年草の植物で、白色

のひげ根を出して清流に繁茂する。普通西洋

料理にそえて若い生の葉を食用にするもので、

クレソンとも言っている。繁殖力が強く現在

では日本全土に帰化、野生化して生育してい

る。五日市の区立秋川研修所下の秋川の岸に

も大繁茂していたが、秋川の砂利をさらった

ために今では極くわずかになった。

昭和57年5月6日、善福寺池と善福寺川の

植物が人にどれだけ荒らされているか調査に

行った。山下橋の北崖上流5m位の所にオラ

ンダカラシが一株あり、10本ぐらいの茎を出

して生えているのを見つけた時は驚いて小さ

な胸が震えた。何処かの家で利用した残りが

流れに入り、水草かごみにからまっているう

ち、根が出て伸びはじめたものと思われる。

清流にあるオラソダカラシが善福寺川で育つ

ことは、水がきれいになった実証ともなる。

一月たった6月4日に小島進氏と岸辺の植

生調査をした時、前より幾らか伸び花軸らし

いものが出始めていたが、花は見られなかっ

た。9月17日、2人で秋の植生調査をした時、

楽しみにしていたら、もうなくなっていてが

っかりした。9月12日の台風による大水で流

されたか、その時さかんに川床を渡っていた

ので、他のゴミや水草と一緒に捨て去られた
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あるものは石の表面すれすれに、或るものは

lmぐらいの高さに、10粒く･らいあり、1㈹

粒にもなるものもある。

春には一直線に延びた新芽に浅みどりの若

葉が、初夏にはくっきりとした5弁の紫色の

花がさぞ美しいだろう。クコ茶やクコ飯や、

果実酒に薬用としても使われるクコが、かく

もたくさん金網に囲まれて生い繁っているの

は見ものである。善福寺川クコ自生地として

いつまでも残したいものである。

クコだけでなくここは野草の宝庫である。

遊歩道沿いにもたくさんの種類の野草や木が

茂り、月陸の調査書の通り緑被度も優れてい

る。石と石とのわずかの隙間にもやや倭小化

し甸旬化して暹しい生命力を発揮している。

野草に関心のある人は見る価値がじゅう分に

ある自然の雑草園である。

栽培種から種子がこぼれて成育を始めたと

思われるトマト、ムシトリナデシコ、オシロ

イバナ、ノ､ナニラ、オラソダイチゴ、シソ、

カスミソウ、ケイトウ、タチアオイ、セイヨ

メリカセソダソグサ、イヌタデ、イヌビエ、

イヌガラシ、ナズナ等が生育している。なか

には、根は水中にあり茎と葉が水面にでた挺

水植物の形をとるものもある。

エ暹しく野草の生きる善福寺川公園

神田川、善福寺川沿いの遊歩道は、どこを

歩いても固くて荒く冷たいコンクリートで、

水と土の繋がりを断ち、水と人の縁を厳しく

切った切断機の上を歩いているようであるが、

善福寺川の松溪橋付近から、善福寺公園にか

けては､30cm前後の黒い切り石で古風に畳ま

れている｡橋の峻工年月日から推定して10数

年は経過し石の表面も荒々しさが取れ、青苔

さえ生え暖味が伝わってくる。

木枯らしの吹く11月に石垣の斜面にルビー

を散りばめたような赤い実が輝いている。石

と石のわずかな隙間に根をおろしたクコの果

実である。寒い風と黒い石の上に手を触れる

と瞬間に体ごとはじけそうな鮮紅色の実は、

神秘な美しさを惜しげもなく漂わせている。

、

ウアサガオ、カラシ

ナ、等が目立ってい

る。

木性のものには、

ヤマグヮ、コゥゾ、

エノキ、ネズミモチ、

等が生えているが、

木が大きくなるにつ

れて石垣を壊すおそ

れもある。

野草では、ヒメシ

バ、オヒシバ、エノ

コログサ、カモジグ4．善福寺川尾崎橋付近
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サ、イヌムギ、スズメノカタビラ、イチゴッ

ナギ、コウライシバ、イヌビエ、ススキ、ヒ

メモロコシ、ノビル、ツルポ、カヤツリグサ、

ハマスゲ、カタバミ、ハコベ、ギシギシ、タ

チイヌノフグリ、シロザ、アカザ、ヤエムグ

ラ、ヒメオドリコソウ、ホトケノザ、イタド

リ、ツメクサ、ヘビイチゴ、オオバコ、イヌ

ホウズキ、コヒルガオ、ナズナ、ボソトクタ

デ、イヌタデ、オオイヌタデ、ヒメムカシヨ

モギ、アレチノギク、ヒメジョオン、ノ､ルノ

ノゲシ、ハキダメギク、ヨモギ、ハハコグサ、

セイョウタンポポ、セイタカアワダチソウ、

ホウキギク、ヨメナ、ノコソギク、ヤブタビ

ラコ、セソダングサ、ケアリタソウ、タネツ

ケバナ、イヌガラシ、力ラスノエンドウ、ク

ズ、イノコズチ、ヨウシュヤマゴボウ、ノブ

ドウ、ヤブカラシ、ナワシロイチゴ、等で、

路傍200種と言うが、石壁上50種はくだるま

いと思われる野草が、古色豊かな石畳を覆い

つくすのも時間の問題だろう。

5月中旬、川では数羽のひなを連れたコガ

モが泳いでいる。野草も茂り小鳥も巣立ちで

きる楽園にならないものだろうか。

井荻橋付近で、川底から大量の水が盛り上っ

て湧出しているのがわかり、この辺りから水

草のヤナギモが生え始める。遊歩道の植物も

少く、春はカタバミ、オニタビラコ、セイヨ

ウタソポポ、ヒメジョオン、ノ､ルジョオン、

イヌガラシ、タネツケバナ、ナズナ等が点在

し、秋はエノコログサ、イヌタデ、イヌビエ

が加わるだけである。荻窪中学の万年塀沿い

にアジュガ（セイヨウジュウニヒトエ）が約

60mにわたって植えられているのは美事であ

る。

下流に行くにつれて、野草の種類も本数も

多くなり、原寺分橋あたりから緑が多くなる。

中田橋から本村橋の間は急に減少する。遊歩

道に沿って空地の残っている所は、空地の広

さに応じて遊歩道の野草も多い。緑の少い所

でも注意深く見ると、ノミノツヅリ、ニワゼ

キショウが可憐な花をつけ、ヒメカナリー

（クサヨシ）が変わった穂をつけている。

環八を過ぎ桃二小学校の塀沿いに、数本の

シラハタザクラ力植えられている。これは桃

二の校樹とも言われた親株のシラハタザクラ

が、校舎改築のため切り取られる運命にいた

ったので、職員が苦心に苦心を重ね、実生か

ら育てた物で、花の中に立派に白旗が1本立

っている。サクラの名所もだんだん少くなっ

ていく今日、川沿いにあるサクラが、清い水

に花びらを散らし、流れる新しい名所ができ

ないものだろうか。

春日橋を過ぎ、石畳の間に生える植物を見

る辺りからまた野草や木がふえる。善福寺川

公園を中心に、春、秋と言わず、一年を通じ

て野生植物の宝庫であり、よい観察場所であ

る。

幻

オ．善福寺川の岸で

善福寺池から堰を越して流れ落ちる水は、

ふだんは一滴もない。川底までまる見えで、

コンクリートで固められた川の構造がよくわ

かる。八幡西橋を過ぎるとわずかに水が溜り、

ヘドロ状の泥が川床を埋めている。この泥の

中にサジオモダカが生育し、条件が良いのか

茎も葉もよく繁っている。下流の関根橋との

間に、数100本が群生したり、点在したりし

ている。

､
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林に近い形で樹木や野草が繁ってい

たが、現在は杉は1本もなく明るい

日射しを受け、樹木も少なくなり、

手入れの行き届いたツツジ公園に変

わった。北側の斜面にわずかの樹木

が残り、川の水も湧水で一層清く、

和田堀公園と共にホタルの名勝地と

ならないものかと思う。

善福寺川も終りに近い工業実習所

の塀ぎわに、今まで何処にも見なか

ったカラスノゴマが、環七の騒音を

よそに、10本近く黄色の小さな花を

咲かせているoいつまでも残って欲

しい○
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5．桃井第二小学校横、シラハタザクラ 力．神田川遊歩道

京王井ノ頭線三鷹台駅で下車し神田川に近

づくと慣れない者には、川の悪臭が相当鼻に

つく。この付近はまだ下水道が完備していな

いので、川がその役目を負わされている。黒

い水が流れるような流れないようなはっきり

しない状態で澱んでいる。したがって水中植

物もなく久我山橋近くでやっとヤナギモを少

し見かけ、池袋橋付近から水もややきれいに

なるのでオオカナダモ、コカナダモ、エビモ

が多くなりはじめる。

遊歩道は人通りも少なく、空地も見られる

ので、ススキ、セイヨウタソポポ、シロツメ

クサ、セイタカアワダチソウ、ヨメナ、メド

ハギ、等の多年草が相当に茂り、その間に風

で種子の散るキク科の植物イネ科の植物が相

当に入り、種類も緑も豊富である。

久我山橋を渡り清水橋を過ぎると、カタク

リ等のある久我山のため道は京王車庫側の片

善福寺川公園を過ぎると、河川工事後、相

当な年数を経過していることと、ノllの周辺に

公園や空地が多いため、多年生の野草が多く、

株も張り、茎も成長し、一応安定した植生で

ある。その間に一年生の植物がはいり、種類

も増え、帰化植物も数多く見られ、変わった

植物力観察される。

大成橋付近から高千穂学園のため、遊歩道

も片面だけとなる。学園側の崖には、年数を

経た多くの樹木がうっ蒼としている。川越し

に見ただけでも、サクラ、ミズキ、オニグル

ミ、ケヤキ、エゴノキ、アカメガシワ、アカ

マツ、クリ、ニレ、クサギ、シロダモ、コゴ

メウツギ、ネズミモチ、ムラサキシキブで樹

林相をつくり、ツタ、ノブドウ、フジ、クズ、

ヤマノイモ等のつる草がからみ合っている。

大宮公園は戦前、杉の大木がそびえ、自然
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側通行となる。カタクリも身近に接すること

ができないのが残念である。方策を講ずると

すれば川越しに垣間見ることができるように

することである。

京王車庫の土手に、善福寺川でも神田川で

も捜し当てなかったメダルカヤが、ただ1株

生えている。形や花や葉や色は別として、今

まで生き残っているのか、新しくはいってき

たのか、西武線拝島駅の構内に5，6本見かけ

るところから交通機関と関連があるのか、こ

れからどうなるのか、1本の野草にも不可解

な問題が幾つも残る。できれば生き残って土

手いっぱいに繁殖し、太田道潅の時代の武蔵

野を再現して欲しいものである。

柳橋から高井戸橋付近にかけて野草は減少

し、悪臭は残るが、川の水も流れに操まれて

か澄み、水草もわずかに増えてくる。遊歩道

の両側に人の手が加わり野草も雑草として抜

かれ、ほんのわずかな土にも花の種子が蒔か

れ育てられていて、住む人々の心が花に伝わ

り、見る人の心も和んでくる。ベコニヤ、マ

リーゴールド、サルビヤ、アサガオ、ヒマワ

リ、コスモス、キク、カンナ等がきれいであ

る。鉢植えの種子がこぼれたのか、ハカタカ

ラクサ、ムラサキオモト、アイスランドポピ

ー、アオイ、エゾギク、ホウセンカ等の野生

化したものもある。

高井戸橋を過ぎると、遊歩道の両側はコン

クリートのブロックを入れる工事中で、土が

堀り返され野草もほとんどない。ただ工事の

終った所は、ツツジ、アベリアが植えつけら

れている。

池袋橋、乙女橋付近から急にコヒルガオが

増え、ヒルガオも所により混じり合い、淡桃

色の金網となり、緑のカーテンとなる。アス

ファルトとコンクリートの少しの隙間にも根

を下している。杉並区でも少くなった唯一の

のヒルガオ街道と言っても過言でない。

下流になると限られた植物だけになり、群

落化しつつある。環七に近づくにつれ住宅が

川に接近し、空地も少く植物も減る。

〃

両川を通じてギシギシの種類、エノコログ

サの種類、ヨモギ、イタドリが目立ち、スス

キ、ジュズダマ、チガヤが予想外に少い。さ

らに帰化植物の種類が増えていることに驚く。

山野性の植物は稀少化しつつある。昭和48年

の調査と比べ、今回はフキ、ゴヨウアケビ、

ツルニガナ、タカトウダイ、カスマグサ、ツ

ルアリドウシ、ホウチャクソウ、ウラシマソ

ウは、調査時期が違い、遊歩道周辺に限定し

たためか見られなかった。
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② 出現頻度

1種の植生が現存した調査区の数

（ｲ）出現率

出現頻度を調査区数で割った百分率

㈲ 常在度

V 出現率80％以上

Ⅳ 出現率60影以上

Ⅲ 出現率40％以上

Ⅱ 出現率20％以上

I出現率20形未満

十 出現頻度1，群度合計1のもの。（特

に偶然的なもの）

（エリ群度合計

1種の植生の調査区毎の群度の合計である

が、春秋2回記録した場合は、その高い方を

集計した。この数値は常在度と共に、その種

の勢力判定の参考にすることができる◎

鮒 種名の順位

常在度の高い順に並べてある。

㈲ 摘要

帰・・・帰化植物

栽…植栽植物

木…木本

水…水生植物

樹帰化植物には3つの条件がある。

a・人為的な原因で日本に持ち込まれたもの。

b.自生状態になっているもの。

c・主として明治以降のもの。それ以前にも

帰化植物があるわけだが、来歴が不明な

ので帰化植物とはいわない。

㈱ 帰化率

帰化植物数を自然植生数（出現種数から植

栽種数を引いた数）で割った百分率。一般に

不安定な植生地ほど帰化率が高い。

(2)善福寺川・神田川の川岸植生

小島進

ア．調査の方法

（ｱ）調査時期

昭和57年6月と9月の2回調査した。

（ｲ）調査区

橋と橋の間を単位として、上流から順次に

調査区を設定した。これは距離に長短がある

が、わかりやすい。善福寺川は、美濃山橋か

ら神田川合流点までを70調査区に、神田川は、

三鷹台駅から中野富士見町駅までを55調査区

に設定した。(P.47とP.50に一覧表掲載）

㈲ 現地調査

調査区に現存している植物の種名と夫会の

群度を5段階に分けて記録し、植栽、帰化等

を注記する。

調査区令体の緑被度を総合判定して6段階

に評価した。

② 緑被度判定の規準

v川岸が雑木林又はそれに近い状態。

Ⅳ 川岸に低木や高い草が茂っている。

Ⅲ じゅうたん状に草が生えている。

I線状に草や植栽がある。

I 点々と草などがある。

＋ 舗装の割れ目などに貧弱な草やコケが

ある。

一般にVの種類は少ないが、群落の大半を

優占する。Ⅳはそれに準じ、ⅢやHは休眠期

のものや優占種に随伴する種類が多いolや

＋は種類は多いが、偶然的なものが多く、定

着した植生とはいえない。

、

イ．植生表(P.52～P.69に掲載）

－43－



ウ．善福寺川流域植生調査結果

(P.52～P.57とP.64～P.69に表を掲載）

③ 常在度別植生（総数295種）

a，常在度V3種

セイヨウタソポポ（帰）、ノゲシ（帰）、

カタバミ

b.常在疫Ⅳ 5種

ヨモギ、メヒシバ、コヒルガオ（帰）、

オヒシバ、ハルジョオン（帰）

c・常在度Ⅲ15種

在来種10種

カモジグサ、ギシギシ、スギナ、ヤブカラ

シ、エノコログサ、コメヒシバ、ヒナタイノ

コズチ、ツユクサ、イヌビユ、イヌガラシ、

帰化植物 5種

アレチギシギシ、オオアレチノギク、ヒメ

ジョオソ、ブタクサ、イヌムギ、

d_常在度131種

在来種15種

スズメノカタビラ、アズマネザサ、オオバ

コ、クコ、イタドリ、イヌビエ、アキノエノ

コログサ、カナムグラ、ナワシロイチゴ、ド

イヌタデ、オニタビラコ、

e，常在疫1 150種

在来種80種

ハコベ、ヤエムグラ、タチツボスミレ、ス

ズメノテッポウ、ケイトウ、ツタ、キュウリ

グサ、ツメクサ、カラスノエンドウ、アキノ

ノゲシ、ゲソノショウコ、エノキグサ、アキ

ノノ､ハコグサ、シソ、サジオモダカ、チドメ

グサ、エビモ、ヤナギモ、メノマンネングサ、

ヤマノイモ、クワクサ、イヌヮラビ、コゴメ

ガヤツリ、シバ通ニワトコ、スミレ、タケニ

グサ、ハハコグサ、スベリヒユ、カラスウリ、

アキメヒシバ、ニワホコリ、アカメガシワ、

リュウノヒゲ、エノキ、ノコンギク、アオジ

ソ、マルバスミレ、コモチマソネングサ、チ

カラシバ、オニドコロ、ノブドウ、ネズミモ

チ、ハマスゲ、イチゴツナギ、ヒガンバナ、

トキワノ､ゼ、キランソウ、コオゾ、ヤブカン

ゾウ、ミチヤナギ、ノビル、クサギ、カラシ

ナ、カヤツリグサ、エンジュ、クズ、カゼク

サ、ヘビイチゴ、クワ、ツルウメモドキ、オ

ニグルミ、カミエビ、クサヨシ、アキニレ、

ススキ、エビヅル、ヤブマオ、アシ、イノモ

トソウ、ヤブヘビイチゴ、ヒルガオ、ノイバ

ラ、ミズキ、オギ、カジイチゴ、エゴノキ、

スズメノヒエ、ツルボ、ノミノツヅリ

帰化植物41種

アメリカセソダソグサ、ホオキギク、コア

カザ、マメグンバイナズナ、タチイヌノフグ

リ、オランダミミナグサ、オオイヌノフグリ、

ワスレナグサ、コニシキソウ、トウネズミモ

チ、コタネツケバナ、ジュズダマ、チチコグ

サモドキ、ヒメムカシヨモギ、アレチノギク、

オオケタデ、ノボロギク、コセソダングサ、

ムラサキツユクサ、ヌカキビ、ホソアオケイ

p

クダミ、ヘクソカズラ、ナズナ、ウシハコベ ､

帰化植物15種

ホソムギ、ハキダメギク、ナガハギシギシ、

オシロイバナ、オオイヌタデ、イヌキクイモ、

ホナガイヌビユ、ムラサキカタバミ、ヨウシ

ュヤマゴボウ、メマツヨイグサ、アレチマヅ

ヨイグサ、ヒメモロコシ、ミドリノ、コベ、シ

ロザ、ケアリタソウ

植栽植物 1種

ツツジ
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トウ、コソフリ、ムシトリナデシコ、フラン

スギク、ショカッサイ、トマト、オオマツヨ

イグサ、セイタカアワダチソウ、オオアワダ

チソウ、アワガエリ、シロツメクサ、アメリ

カアサガオ、ホオズキ、ワルナスビ、カラス

ムギ、ツルマンネソグサ、ネズミムギ、メド

ハギ、ヒメヒルガオ、アレチウリ、クワモド

キ、

植栽植物29種

アジュガ、ベゴニヤ、ノノ､ラカタカラクサ、

ヤマブキ、サクラ、アサガオ、ポプラ、ﾑｸ

ｹ、アジサイ、キク、タマスダレ、タチアオ

イ、ハゲイトウ、ヒマワリ、バラ、トオカエ

デ、コデマリ、マメツゲ、ウバメガシ、クス

ノキ、ケヤキ、クリ、アカマツ、モモ、シラ

カシ、ヒャクニチソウ、ソバ、カキヂシャ、

タチテンモソドウ、

f.常在度+91種

在来種46種

ヒメワラビ、ツボスミレ、ナンバンハコベ

カラスビシャク、トキソソウ、オオバリュウ

ノヒゲ、コオニタビラコ、ギョウキシバ、イ

イギリ、ミズ、キンミズヒキ、スイバ、オオ

アブラススキ、ヨメナ、ヤブマメ、クサイ、

ニワトコ、チゴザサ、ナキリスゲ、ポントク

タデ、カキドオシ、コマツナギ、チガヤ、ク

サノオウ、センニンソウ、メノ､ジキ、カズノ

コグサ、ノササゲ、セリ、コゴメウツギ、ア

シホソ、チヂミザサ、ヒヨドリバナ、ヤハズ

ソウ、ムラサキシキブ、シロダモ、アオギリ、

ウシノシッペイ、ユキヤナギ、クロマッ、ヤ

ブタバコ、 アオガヤツリ、ヒメドコロ、ワレ

モコウ、カラスノゴマ、ムラサキエノコロ

帰化植物25種

カナダモ、クレソン、ピーマン、オノマソ

ネソグサ、タマサソゴ、ヒメツルソバ、オラ

ンダイチゴ、ブロディア、ペチュニヤ、ハナ

ニラ、ツルムラサキ、オニノゲシ、アイスラ

ンドポピー、ヤエザキオオノ､ソゴンソウ、ニ

ヮセキショウ、ハルシャギク、クサマオ、ア

カザ、イヌホオズキ、タカサブロウ、シロノ

セソダングサ、オナモミ、ノ､イアオイ、ゼニ

アオイ、ムシトリナデシコ、

植栽植物20種

サルビヤ、ビオラ、カナリークサヨシ、ミ

ヤコワスレ、セキショウ、ノ､カタカラクサ、

カスミソウ、コスモス、ハクチョウゲ、イチ

ジク、ウメ、フキ、ヒメリンゴ、ニラ、サカ

キ、ナンテソ、スズラン、カキ、ダイズ、ジ

ャガイモ ．

（ｲ）緑被度

川岸の緑被度は34と35調査区の間の西田端

橋と、64と65調査区の間の和田堀僑を境に三

つに大別することができる。34調査区までは

lm前後の細い道路があるだけで、その通路

も完全に舗装されているので草などの生える

余地がない｡35から64調査区までは川岸に遊

歩道があり、緑地、公園、空地、雑木林など

もあって緑が一番豊富である｡65調査区以下

は川岸が一般の道路になって緑被度は一番低

いC

a・調査区1-2(美濃山橋一新町橋）

川岸道路の植生はとぼしいが、通路に接し

た庭や生垣があって上流の調査区では緑被度

は高い。水はきれいで川の中にも数種類の水

草が見える。

勺
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b.調査区3-5(新町橋一原寺分橋）

建物が川岸通路に接して建ち庭がない。又、

川が学校の校庭を流れる所もあって緑被度は

一番低い。5調査区の荻窪中学の塀にそって

花壇があってセイヨウジュニヒトエ（アジュ

ガ）が植えてある。

c，調査区6-9(原寺分橋一駅通橋）

舗装の割れ目や通路の横に多少の草がある。

d.調査区10-11(駅通橋一山下橋）

殆んど草もない。

e・調査区12-16(山下橋一中田橋）

6－9と同じ。13調査区の丸山橋付近の川

岸通路に玄関口を持った家があって、通路上

美しく煉瓦を敷きつめ、花壇を作って美しい

草花などが植えてあるのが目立った。

f.調査区17-21(中田橋一本村橋）

駅に近く事業所が並び、植生は殆どない。

9･調査区22-24(本村橋一界橋）

6－9と同じ｡23調査区の人家の庭にイイ

ギリとサクラの大木があって川の上にまで枝

を張りだしている。

h.調査区25-28(界橋一忍川橋）

環状八号線に近く、植生は少ない。27調査

区では桃井第二小学校の横に空地があって、

サクラ、ポプラなどが植えてある。

i.調査区29-34(忍川橋一西田端橋）

川岸道路にそって生垣や多少の草がある。

j.調査区35-43(西田端橋一尾崎橋）

ここから川岸に遊歩道がある。35調査区の

護岸は、切石が積まれ傾斜がゆるく、切石の

間に生えた草が斜面にまばらな草原を作って

いる。36-39調査区は善福寺川公園で、川の

両岸はサクラを主とした高木の植え込みや広

い芝生があって、その下にツツジなどの低木

や高い草が茂って緑被度は一番高い。40－43

調査区は樹木は少いが、空地が広く草がよく

茂っている。

k.調査区44-48(尾崎橋一大成橋）

左岸は善福寺川緑地、右岸は児童公園があ

って周囲の緑地は広いが、川岸には樹木もな

くてさっぱりしている。護岸の石の間にアキ

ニレの苗が生えている。47調査区の右岸のフ

ェンスにヒメヒルガオの大群落がある。

l_調査区49-52(大成橋一宿山橋）

右岸は川岸まで雑木林や屋敷林があって通

路はない。左岸は和田堀公園があって、緑被

度は36-39調査区の次に高い。

、．調査区53-61(宿山橋一本村橋）

遊歩道に沿って空地が多く、荒地群落があ

る。52，53，56，58，59、調査区にはツツジ

が列植されているo54調査区の右岸に広い屋

敷林があって、ケヤキ、シラカシ等の大木が

目立ち、ややまとまった緑地になっている。

57，58、調査区は右岸に済美山雑木林、59調

査区の右岸には済美公園、60調査区の左岸は

済美教育研究所の屋敷林があって緑地が続く。

川岸の遊歩道は本村橋で終る。

n．調査区62-64(本村橋一和田堀橋）

右岸は一般道路、左岸は川岸の狭い通路で

あるが、付近の住民が川岸のフェンスの外や

内側に花や野菜を栽培し、建物と通路の間に

は樹木などを植えてあるので、緑被度は上流

の通路より高い。

o・調査区65-70（和田堀橋一合流点）

環状七号線より下流の右岸は通路もなく、

川岸まで建物が並び、左岸は広い一般道路と

なっている。左岸のフェンスとコンクリート

護岸のわずかな隙間に点々と草が生えている

夕
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だけで、全調査区を通じて緑被度は一番低い。

㈲ 善福寺川岸緑被度表

神通橋

36 V

西園橋

37 V

西田橋

381V
せきれ↓橋’

39 V

屋倉橋

40 Ⅳ

児童橋
41 W

天王橋

42 Ⅳ

相生橋

43 Ⅳ

尾崎橋

44 Ⅲ

成田上橋

45 Ⅲ

成田下橋

46 Ⅲ

成園橋

47 Ⅲ

白山前橋

妃 Ⅲ

大成橋’
49 Ⅳ

御供米橋

50 Ⅳ

八幡橋

51 Ⅳ

宮下橋

52 Ⅳ

宿山橋
531Ⅲ

大宮橋’
541Ⅲ

宮木橋’

宮木橋

55 Ⅲ

大松橋’
56 Ⅲ

二枚橋

57 Ⅲ

済美橋

58

武蔵野橋

59 Ⅲ

熊野橋

60 Ⅲ

紅葉橋’
61｜Ⅲ

本村橋

11

区分農 摘要区分 区分農 摘要区分

公
園

↑
遊
歩
道

Ⅲ

屋
敷
林
済
美
山
雑
木
林

善
福
寺
川
緑
地

サ
ク
ラ
並
木
空
地

函蔀ｌ耐２洲３謡４郷５識６部７吋８州９》加州Ⅱ啼哩州旧一一蠅叫諦賜岬略怖灯識唱

区分

被
度
一
Ｉ

摘要区分

18

神通橋

事
業
所

I

q

l

6262

堀ノ内橋

道
路

通
路

63 I

定塚橋

64 I

和田堀橋

65 ＋

霊峰橋

661＋
光明橋

67 1

朝日橋

6811
駒ヶ坂橋
6911

和田広橋’
701＋

合流点’

児
童
公
園

善
福
寺
川
緑
地

環七

右
岸
通
路
な
し

左
岸
一
般
道
路

雑
木
林

和
田
堀
公
園

屋
敷
林

グ
ラ
ン
ド

事
業
所

被
度
Ｉ
Ⅱ
＋
＋
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
＋
＋
Ｉ
Ｉ
＋
＋
Ⅱ
＋
ｌ

繧
識
↓
住
宅
↑
霊
一
井
荻
峨
窪
中
一
躍
↓
住
宅

事
業
所
等

極
事
業
所

地壺エ
事
業
所

摘要

識
↓
住
宅
↑
霊

出山橋

19

神明橋

20

置田橋

21

本村橋

22

東吾橋

23

荻野橋

24

界 橋

25

荻窪上橋

26

荻窪橋

27

忍川上橋

28

忍川橋

29

忍川下橋

30

春日橋

31

松見橋

32

松溪橋

33

大谷戸橋

34

西田端橋

35

十

+|園

荻
窪
中

井
荻
小

I

ラ
ギ

ク
イ

サ
イ
リ

罐
Ｉ
↓
住
宅

I

I

I

十

環八

、

桃
二
Ｊ

I事
業
所
等 十

Ⅱ

住

I

花壇 宅

I

事
業
所 I

I

↑
雛

空地

![二二

遊
歩
道Ⅲ
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グサ、スズメノテッポウ、イヌタデ、ウシノ、

コベ、トキワノ､ゼ、エビヅル、カラスウリ、

ミズヒキ、アズマネザサ、チヂミザサ、ノブ

ドウ、クズ蕊クコ、スズメノヒエ、ドクダミ、

タチツポスミレ電へビイチゴ鶴エノキグサ、

グサイ、ヤブマメ、イチゴツナギ、ヒルガオ、

ナズナ、ヤマハギ、チガヤ、ハマスゲ、ニワ

ホコリ、トウバナ、クワ、ノイバラ、イタド

リ、キヅタ、ヤマノイモ、ヨメナ悪ママコノ

シリヌグイ、カヤツリグサ、ツタ、ヤブマオ、

イノコズチ、カジイチゴ、オギ、スベリヒユ、

シバ、メノ､ジキ、スミレ、カミエビ、シュロ、

アキノハハコグサ、コオゾ、クキギ、アカメ

ガシワ、アブラナ、クヌギ、ボントクタデ、

ミズキ、

帰化植物40種

マメグソバイナズナ、イヌキクイモ、ヒメ

ムカシヨモギ、ヌカキビ、ホウキギク、イヌ

ホオズキ、アメリカセンダングサ、ミドリノ、

コベ、アカツメクサ、チチコグサモドキ、ゼ

ニバアオイ、ノ、キダメギク、ジュズダマ、ホ

ソムギ、オオケタデ、ムラサキカタバミ、ヒ

メモロコシ、ヨウシュヤマゴボウ、ノボロギ

ク、オオアワダチソウ、ホソアオケイトウ、

ヤナギノ､ナガサ、コセンダソグサ、テリミノ

イヌホオズキ、ニワセキショウ、オオイヌノ

フグリ、フラソスギク、ツルマソネングサ、

ムラサキツユクサ、ナガハギシギシ、ショカ

ッサイ、ホナガイヌビユ、ダントポロギク、

ヒメオドリコソウ、ザクロソウ、シャクチリ

ソバ、メドハギ、クサマオ、コアカザ、ヌカ

キビ、

植栽植物27種

アサガオ、ダイズ、サクラ、ヒマワリ、ツ

エ．神田川流域植生調査結果

(P.58～P.69に表を掲載）

（ｱ）常在度別植生（総数242種）

a・常在度V 3種

オオアレチノギク（帰）、エノコログサ、

セイヨウタンポポ（帰）

b.常在度Ⅳ 9種

ヨモギ、メヒシバ、イヌムギ（帰）、ケア

リタソウ（帰）、カタバミ、ノゲシ（帰）、

アキノエノコログサ、オヒシバ、ツユクサ、

c、常在疫Ⅲ13種

在来種4種

カモジグサ、スギナ、ヒノタイノコズチ通

オオバコ、

帰化植物 9種

シロツメクサ、ブタクサ、ヒメジョオソ、

アレチギシギシ、コヒルガオ、アレチノギク、

シロザ、オシロイバナ、ハキダメギク、

d.常在度117種

在来種 9種

イヌビエ、ヘクソカズラ、イヌガラシ、ギ

シギシ、コメヒシバ、ツメクサ、ヤブカラシ、

スズメノカタビラ、ススキ、

帰化植物 7種

ノ､ルジョオン、イヌビユ、アレチマツヨイ

グサ、セイタカアワダチソウ、コニシキソウ、

オオイヌタデ、メマツヨイグサ、

植栽植物 1種

ツッジ

e・常在度1131種

在来種64種

アキノノゲシ、ミチヤナギ、アキメヒシバ

カナムケラ、ノコソギク、タケニグサ、アシ

ボソ、カゼクサ、メノマンネソグサ、ノ､ハコ

ず

｡
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（ｲ）緑被度

神田川岸はほぼ全域に遊歩道があるが、上

流をのぞいて中、下流では川岸近くまで建物

が並び、自然植生は善福寺川にくらべて少い。

秋の調査時には、遊歩道の端にブロックを

埋める工事で大半の群落をはがしてしまった

ので、植生が春よりも更に少くなった。

a；調査区1-2(三鷹台駅一三杉橋）

川岸は三鷹市に属する。まだ空地があって

ややまとまった草原がある。

b・調査区3－8（三杉橋一無名橋）

1－2調査区に続いて草地が残り自然植生

が多い。調査区6－7は久我山駅に近く商店

街のため緑被度は特に低い。調査区8は右岸

が崖になってその斜面に雑木林が残り、左岸

は井ノ頭線の車庫で、その垣にそって高い草

が茂り調査区の中で一番緑被度が高い。

c、調査区9-15(無名橋一東橋）

9，10調査区は富士見丘駅に近く植生は少

ない。11-15調査区は都営住宅の中を流れ、

遊歩道にそって幅1mのベルト状にツツジの

植込みがあり、川岸のフェンスの下には50cm

幅に園芸用の露地があって、住宅の人々が草

花などを植えている。自然植生はそこに生え

る雑草だけで、人為的な緑被度が高い。

d.調査区16-19(東橋一池袋橋）

高井戸駅や環状八号線に近く普通なら草の

少ない所のわけだが17,18には線路横の空地

があって雑草がよく茂っている。川岸のフェ

ンスにそって草花を植えてあるが、雑草の勢

力に押されてあまりよく育っていない｡19は

距離が短く道路になっていて植生は殆んどな↓b

e，調査区20-31(池袋橋一かんな橋）

付近に広いグランドや学校があって、その

ルムラサキ、ハルシャギク、コスモス、キク、

カンナ、サルビヤ、パンジー、ザクロ、タチ

アオイ、キリノキ、ケイトウ、ヤグルマギク、

ホウセンカ、アジサイ、マリゴールド、ジニ

ア、エゾギク、シバザクラ、バラ、ムラサキ

クンシラン、ニラ、サトイモ、タマスダレ、

f.常在度+69種

在来種35種

ヨメナ、ヤブヘビイチゴ、トキンソウ、ノ

ハラアザミ、カセソソウ、カラスノエンドウ、

ヌルデ、ムラサキエノコロ、ナルコスゲ、ア

キニレ、ツルボ、ハリエンジュ、ガガイモ、

カワラサイコ、トキワノ､ゼ、ヤブラン、ホタ

ルブクロ、ミョウガ、スイカズラ、クヌギ、

チドメグサ、チカラシバ、ヒガンバナ、イヌ

ワラビ、ナワシロイチゴ、イノモトソウ、カ

ラスビシャク、コゴメガヤツリ、オニタビラ

コ、ムクノキ、ヤノ､ズソウ、アシ、ヤブタバ

コ、アオジソ、ムラサキシキブ、

帰化植物18種

アカザ、ヒメヒルガオ、オナモミ、クサマ

オ、ホオズキ、ノ､イニシキソウ、オオニシキ

ソウ、アメリカアサガオ、オオツルイタドリ、

ミノポロモドキ、ムラサキツユクサ、オノマ

ンネングサ、ソバカズラ、マメアサガオ、ノ

ノ､カタカラクサ、フサフジウツギ埴コソフリ、

オランダミミナグサ

植栽植物16種

フウセンカズラ、フヨウ、ユキヤナギ、ユ

キノシタ、コクチナシ、キンセンカ、キキョ

ウ、リュウノヒゲ、ホトトギス、ビオラ、チ

ダケザシ、ミヤギノハギ、シャスターデージ

ー、スオウ、キソギソナスビ、オダマキ、

■
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敷地の生垣や、その下の雑草が緑被度を保っ

ている。20調査区は、遊歩道を広くして、中

央に公園のように立派なリボン花壇が作られ

ている。26-30は川岸のフェソスや遊歩道の

端にツツジが列植してあるが、陽当りがよく

ないためか、樹勢がわるい。

f.調査区32-46(かんな橋一方南橋）

遊歩道は全面が舗装されて草の生える余地

がない。フェンスの下の割れ目などに点々と

生えたり、住宅の垣の下などに多少の雑草が

あるにすぎない。32-34は明治大学の垣にそ

った植栽や雑草がある。45は右岸に小さな雑

木林が残っている。

g･調査区47-55(方南橋一富士見橋）

方南橋で環状七号線をくぐると、右岸は川

岸まで学校や事務所の敷地になって通路は全

くない。左岸は一般道路で工場などが並んで

いて草の生える余地はない。自然植生として

は川岸のフェンスの下に貧弱な草やギンゴケ

を見るだけである。右岸の学校や工場が川岸

にそって生垣を作っているので、その植栽が

辛うじて最低の緑被度を保っている。49以下

は中野区内で、善福寺川との合流点から富士

見橋までは杉並区と中野区の境になっている。

㈲ 神田川岸緑被度表

無名橋

9 Ⅲ

月見橋

10 I

高砂橋

11 m

あかね橋

12 Ⅲ

むつみ橋

13 Ⅲ

錦 橋

14 m

柳 橋

15 Ⅲ

東 橋

16 ＋

つくだ橋

17 I

高井戸橋

18 Ⅲ

正用下橋

19

池袋橋

20 Ⅲ

乙女橋

21 Ⅱ

堂下橋

22 Ⅲ

鎌倉橋

23 Ⅲ

梢 橋

24 I

藤和橋

25 1

八幡橋

26 Ⅱ

睦 橋

27 1

弥生橋

28 I

被
度
一
一
Ⅱ

摘要区分農 摘要区分 区分

富
士
見
丘
駅

28

向陽橋

29

幸福橋

30

神田橋

31

涙んな橋

32

永福橋

33

日向橋

34

永高橋

35

明風橋

36

蔵下橋

37

神泉橋

38

栄泉橋

39

宮前橋

40

中井橋

ツ
ッ
ジ
植
栽Ⅱ

生
垣
等

Ⅲ

草
花
栽
培

ツ
ッ
ジ
植
栽

Ⅲ

I
■

生
垣
等

I草
花
栽
培

ツ
ッ
ジ
植
栽 I

舗
装
完
備

I

+

高
井
戸
駅
線
路
横
花
壇

1

I

舗
装
完
備

I

I

I

41

番屋橋

I

舗
装
完
備

生
垣
等

橋
橋
橋
橋
橋
橋

癖妬癩卿鉢
蛇
本
哩
泉
“
天
妬

一
一
一
和
弁

舗
装
完
備

遊
歩
道

雑
木
林

ツ
ッ
ジ
植
栽

Q

１
１
１
１
Ｉ
＋

環七

道
路
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区分

三鷹台駅

1

神田橋

2

三杉橋

3

緑 橋

4

宮下橋

Ⅳ
Ⅳ
Ⅱ
Ⅲ

被
度

摘要

一一一
空
地

鷹
市

区分

宮下橋

5

都 橋

6

久我山橋

7

遊
歩
道
↓

清水橋

8

無名橋

Ⅲ
十
＋
Ⅳ

被
度

摘要

久
我
山
駅

車
庫

雑
木
林



調査区 オ

八幡西橋～寺分橋

寺分橋～大谷戸橋

大谷戸橋～関根橋 ◎

関根橋～真中橋

真中橋～神明橋

神明橋～荻窪橋

荻窪橋～春日橋 ◎

春日橋～西田端橋 ◎

西田端橋～矢倉橋 ◎

矢倉橋～尾崎橋

尾崎橋～大成橋

大成橋～大宮橋

大宮橋～済美橋

済美橋～和田堀橋

和田堀橋～駒ヶ坂橋

（神田川）

宮下橋～久我山橋

久我山橋～月見橋

月見橋～錦橋 ×

錦橋～佃橋 ×

佃橋～池袋橋 ×

池袋橋～乙女橋 △

乙女橋～鎌倉橋 △

鎌倉橋～八幡橋 ○

八幡橋～神田橋 ○

神田橋～永福橋

永福橋～神泉橋

神泉橋～番屋橋

番屋橋～弁天橋

弁天橋～方南橋 △

コ ヤ エ ク

△ × × △ ×

○ × × △ ×

× ○ ○ ×

◎ × ○ ○ ×

◎ × ○ ○ ×

◎ × ○ △ ×

× 。 ○ ×

× ○ ○ ×

× ○ △ ×

○ × △ × ×

○ × △ △ ×

○ × △ △ ×

◎ × ○ ○ ×

○ × ○ △ ×

△ × △ × ×

駒ヶ坂橋～中野区との境× × × × ×

心

町

(3)妙正寺川、善福寺川、神田川の水中植生

杉並区公害課調査

ア．調査方法等

② 調査時期

昭和57年6月15日～7月6日

（ｲ）調査区分

調査結果記載欄に表示

㈲ 調査した植物の名称

オオカナダモ…･･･オ

コカナダモ………コ

ヤナギモ………･･･ヤ

ェビモ………･･･…エ

クロモ･･………･…ク と表示

② 結果の表示

◎：多い。 △：わずかに存在した。

○：少い。 ×：存在しなかった。

三鷹市との境～宮下橋 × × × × ×

× × △ × ×

× × ○ × ×

× 。 × ×

× ○ △ ×

× 。 △ ×

○ 。 △ ×

◎ 。 △ ×

◎ 。 △ ×

○ 。 △ ×

○ ○ 。 × ×

○ ○ 。 △ ×

○ ◎ 。 × ×

○ ○ ○ × ×

△ 。 × ×

イ．調査結果

調査区 オ

（妙正寺川）

杉並区内全域

（善福寺川）

コ ヤ エ ク

× × × × ×

方南橋～中野区との境 △ △ ◎ × ×善福寺池池尻～八幡西橋× × × × ×

-51-

Ⅱ

区分

角田橋

52

睦 橋

53

栄 橋

54

和田見橋

55

富士見橋

Ｉ
Ⅱ
’
十

被
度 摘要

中
野
区

事
業
所
・
生
垣

区
境

区分

上水橋

48

たつみ橋

49

向田橋

50

神田橋

51

角田橋

’

’

’

被
度 摘要

道
路

中
野
区

十

事
業
所
・
生
垣



善福寺川植生調査表

地点恥’11213141516171819
植 物 名恥

摘 要 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

11セイヨウタソポポ

帰
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帰

池
－
１
’
１
｜
犯
－
１
’
１

32

11
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1
１
’
１１
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１
１
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１
１

１
１

１１

ノ ゲ シ

２
’
３

ｌ
ｌ
１
ｌ
ｕ

1

カ タ バ ミ 1 1 11 1

ヨ モ ギ
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1

1

１
１

１
’

１
１
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１
１

１
１
１
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■

４
’
’
５
’
６
｜
ワ
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’
８
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オ ヒ シ ハ
手

ハルジョオソ 帰 |11 1

カモジグサ9 31 31

アレチギシギシ 帰10

１
１

３
１

２
２

１

１
１
１

1

オオアレチノギク 帰

Ⅱ
｜
蛇
一
喝

il 1

ギ シ ギ シ 1

帰ヒメジョオソ 1

ス ギ ナ14 31 31 1 1 11 1 11

帰ブ タ ク サ

r-倍
1

1

1 1 1 1

ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ

晦
一
蝿
一
Ⅳ
｜
肥
一
岨

ヤブカラシ

エノコログサ

コ メ ヒ シ バ 1

１
’
１

1 1

上,ナタイノコズチ

イ ヌ ム ギ

1

帰20

21 ツ ユ ク サ 1 1 1 1 11

イ ヌ ビ ユ221イヌビユ
231イヌガラシ 111111111 1 11

スズメノカタビラ24 2 1 1

木 栽

261アズマネザサ
251ツツ ツヅ ジジ

オ ォ バ コ27 1 1

ク コ28 1

帰ホ ソ ム ギ29

イ タ ド リ

帰
一
帰

釦
一
劃
一
犯

ハキダメギク l1 l 1

ナガハギシギシ

33～54を、P､64～P.69に記載。

出 現 種 数 総計 294 30 16 13 2944 6 12 27 21
■

植 栽 植 物 数 総計 50 0 0 0 0 01 0 0 0

帰 化 植物 数 10 15 3 0総計 帥 104 6 7 10

帰 化 率 33 34 19 0総合 37％ 31 35 50 26 48

－52－



(善福寺川）
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岨一識－１｜皿－１

10 11 群度
合計

在常
度

蛭鎚一鈴一弱一砺一妬一妃一鳴一鳴一妬一俎一訂

％
春秋春秋 春秋 春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋春秋 地

点
比
別
以
降
は
別
Ｉ
師

ペ
ー

ジ
に

記
載

。

妬
一

師
一

沼

皿
一
皿
－
１

１
１

１１
１

１

1

卯
一
帥
一
帥
一
一
“
｜
的
一
例
一
印
一
弘

Ｖ
ｌ

Ｖ
ｌ

Ｖ
ｌ

Ⅳ
｜

Ⅳ
一

Ⅳ
｜

Ⅳ
一

Ⅳ

皿
一
皿
一
訓

１
－
１

』
１

１
１

１
１

２
１

１

１
１

１

１
１

２
１

１

1

1

123 妬一塊一昭一例

LH-;
2

１
１

１

１
１１

’
’’
１

上

1111 11 1

59 9931 Ⅲ1

531Ⅲ’’831111

6939 56 Ⅲ1

卵
一

妬

的
一
舵

拓
一
鋤

11

Ⅲ
｜
Ⅲ

11

31 6144 Ⅲ111

砺
一

弱

妬
一

一
弱

卵
一

印

Ⅲ
｜

Ⅲ
一

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ

1

11

皿
－

１
’

１

59 57411

靭
一

鞭
一

艶

蛇
一
蛇
一
詑
一
如
一
記
一
鉈

妬
一
“
｜
｜
妬

11 1

4657 Ⅲ2 111

調
一
詔

如
一
媚

Ⅲ
｜

Ⅲ

111 1111

11

１
｜

皿

27 39 51Ⅱ11

創
一
調
一
諏

一
弘

一
泌

一
妬

砲
一
妃
一
“
｜
“
｜
蛆
一
娼
一
狐
一
似

喝
一
羽
一
配

一
別

一
肥

一
喝

Ⅱ
｜
Ⅱ
｜
｜
Ⅱ

｜
｜

Ⅱ

1 11111 1 1111

Ⅱ

Ⅱ111

26 37 Ⅱ12 1 12

211301n

33～34を、P.64～P.69に記載。

調査年月17 713 1613 13 3512 坊 1514

昭和57年00 00 0 000 0 50

春：6月秋：9月27 10 78 165

７

44 11

41 調査：小島進292963636262 輪妬 5454 4138385050 3333 4242 4040
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善福寺川植生調査表

地点恥
植 物 名恥

帰セイヨウタンポポ1

ノ ゲ シ 帰2

3 カ タ バ ミ

ヨ モ ギ

メ ヒ シ バ

帰 名

帰

帰
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帰

帰

帰

４
ｌ
５
ｌ
６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｌ
旭
一
ｕ
｜
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一
喝
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｜
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一
陥
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Ⅳ
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ブ タ ク サ

ヤブカラ シ
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エノコログサ

コメ ヒシバ

ヒナタイノコズチ

イ ヌ ム ギ

ツ ユ ク サ

イ ヌ ビ ユ

イヌ ガラシ

19

帰20

21

１
’
１

11 11 1 1 1
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１
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１
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1
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羽
一
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一
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一
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一
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301イ タ ド リ

ハキダメギク 帰 1(2)31 12 1 1

321ナガハギシギシ 帰 や

33～54を、P."～P.69に記載。

出 現 種 数 総計 294 30 23

７

24 9 21 1251 詔
▲

総計 50植 栽 植 物 数 3 02 0 00 4 0 5

帰 化 植 物 数 綣汁 90 2 9 10 1314 8 4 5 4

帰 化 率 総合 37％ 4329 29 27 43 29 3344 39

－54－
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(善福寺川）
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33～54をP."～P､69に記載。
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善福寺川植生調査表
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春秋 春秋 春秋 春秋 春秋摘 要 春秋 春秋 春秋 春秋

セイヨウタソポポ 帰1 11 1 2111 11 12

血
一
刎
一
１
｜
犯

1 11

ノ ゲ シ 帰 ’13

２’３’４

皿
－
２
｜
犯

21 3

１
｜
皿
一
犯
一
４
’
１

２
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
４
ｌ
１

２
｜
恥
一
“

咽
－
２
｜
犯

カ タ バ ミ 22 22 11

ヨ モ ギ

邪
－
１
’
３

33

皿
－
４
｜
池
－
４
’
’
’
１
｜
郡
－
２
’
２
’
２
｜
皿
－
１

5 メ ヒ シ バ 4 2 5

コヒルガオ 帰6 51122

皿
一
ｌ
ｌ
１
ｌ
２

オ ヒ シ バ7 21 2 3 1

２
１
１
１
２

２
１
’
３
皿
－
２
１
１

３
１

３
２
１
１
１
１

3

81ハルジョオソ
91カモジグサ

帰

告弓
３
｜
“

２
｜
皿

1

カモジグサ 2

アレチギシギシ10

帰
一
帰

1 1 22 2 111

オオアレチノギク

Ⅱ
｜
吃
一
喝

3

躯
－
２
’
３

皿
－
２
’
１
｜
那
一
１

1

ギ シ ギ シ 1 1

ｌ
｜
犯
一
訓
一
１
｜
皿

ヒメジョオソ 帰 3 1

ス ギ ナ14

犯
一
皿

1511ブ タ ク サ 帰

２
｜
皿
－
２
’
１
’
四

1 1

ヤブカラシ16

１
’
１

11｜Ⅳ｜肥一⑬

エノコログサ

コ メ ヒ シバ 1

１
’
１

3

２
’
１
｜
池

ヒナタイノコズチ

１
’
４

21 11

イ ヌ ム ギ20 帰 4

３
’
’
１
’
’
１

2

１
’
’
１
’
’
１

21

副
一
塊
一
羽

ツ ユ ク サ 21 11 l

2

1 11 1

イ ヌ ビ ユ

２
’
１
｜
団

1

１
’
’
１

1

2

l1 2

イヌガラシ 1

１
’
２

1 1

24 スズメノカタビラ

１
｜
②

3 4

25 木 栽 (5)(4) (4)(4)ツ ツ ジ

アズマネザサ26 33 311 1

27 オ ォ バ コ 32 31 22 2 11

281 ク ．

’
’
１

１
２

1

ホ ソ ム ギ 帰29

１
｜
皿
－
３

1 13 14 14

30 イ タ ド リ 3244 12

ハキダメギク

帰
一
帰

31 21212 11 1

哩
一
１

4

ナガハギシギシ32 3 13133 22 3 3

33～54を、P."～P.69に記載。

出 現 種 数 総計 294 61 57 55 53 46 4744 39 49

植 栽 植 物 数

帰 化植物 数

帰 化 率

0 0総計 50 1 1 0 0 0 31

25 25 20 20総計 90 16 14 21 14 19

42総合 37％ 44 記 39 3636 3030 4646 3737 F41

－56－



（善福寺川）

|55156157158115916016｣|621631641651~M116716816917n
春秋春秋 春秋 春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

12 2212 22 43 11 11 1

11 21 2 31 1 (1) 1 1 11 11 1

2 21 3 1 2 1 1 11 1

12 2 42 34 44 42 33 33 21 23 1 1 12 12

4 3 2 1 1 1 1

23 11 32 33 13 1 1 、2

4 1 4 1 1

1 1 1 1 1 1

1 3 1 1 2 1 2 11 1 1

5

32 1 1 1 11 1 1 1 1 12 1 1 23 1 12 1

1 2 3 1

1 3 3 2 2 1

32 1 13 31 2

21 1 14 1 11 2 33 2 33 1

112131123 1 11

1111 2222 22 313111 11 3333 1111 1111

44 44 22 55 22

色

22 33 2211 33 11

4
11 22

22 1111 232355 13134141 4141 11

2211 33 11

331111 313111 22

1 11
11

3 3

2 1

2

2 1 3

5 3 3 31

1

1

2

1

1

昭
一
皿
－
２

11

皿
－
２
’
１
’
１

詩卜4 1 4

1

1 2

1

2

(4)(2)

1 2

1

22 2

4 4 3

１
’
１

1

１
’
１

33 11 1 14 1

(4)② (4)(3)

444454143
1

1 22 11

3 1

3313

１
’
１
｜
皿

1

１
’
３

1 112

11 1

32 1 21 43 22 22 11

3 11

3 2 12 2 2 3 31●

か
1 l’ 1 1 1

33～64を、P.64～P.69に記載。

37 38 弱 39 31 28304541422」］22514130 4245 41 21 2512 14

７

●

0 1 1 5 0 00 66 00

四
■ 40

1 00 55 00 00 00 0 0

9 6 11 6 10 5

43 50 3644 43 71

－57－
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46

13

35

19

35

13

36

14

36

13

42

11

37

16

36

0

錦

15

41
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神田川植生調査表

地点恥 2 31 4 5 6

７

98
植 物 名叱

春秋春秋春秋春秋春秋春秋

1 3

2 3 1 1 31 11

’’｜’ ’ 3’’’1
113211 334

帰 ’11 12

3

21

摘要|春秋 春秋 春秋

2

23

11

22

111オオアレチノギク 3311 5151

21エノコログサエノコログサ 3

セイヨウタソポポ 帰3

皿
一
皿

41 ヨ モ ギ

5 メ ヒ シ バ 2 3 34 2 31 1

帰
一
帰

イ ヌ ム ギ

ケアリタソウ

カ タ バ ミ

ノ ゲ シ

アキノエノコログサ

６
ｌ
７
ｌ
８
ｌ
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｕ

３
－
１
’
’
３

1

５
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１

1

２
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
１
ｌ
ｌ

2

1

“
’
２
’
１

3

ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

1 1
１
１

１

１
１
１

帰 4

１
二
’
’
１

ｌ
ｌ
４
ｌ
１ 串

1 111 l

オ ヒ シ バ 1 12 1

12 ソ ユ ク サ 211 11 1 11 1 1 1 1

帰
２
ｌ
１
－
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
１

42

”
’
５
｜
血
－
１
｜
麺
一
ｍ
一
皿

11 1

1

2

11 2

1 1

３
’
２

姻
一
４
｜
皿
一
“
｜
山

1

ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
ｌ
１
ｌ
１

帰 1 1

皿
－
３
’
２
’
１

帰
一
帰
一
帰

１
．
１

1

1

21

帰 2 21 11

帰 1 31 12 1

|(2)
11 42

42 32 1

’｜
｜(4)(4)

22111

ｌ
－
１
ｌ
１
ｌ
１

1111

帰 栽 (')|(1)

喝
一
Ｍ
一
妬
一
陥
一
Ⅳ
｜
喝
一
旧
一
加
一
創
一
塑
一
羽
一
型

シロツメクサ

カモジグサ

ブ タ ク サ

ス ギ ナ

ヒメジョオソ

アレチノギシギシ

コヒルガオ

アレチノギク

シ ロ ザ

オシロイバナ

ヒナタイノコズチ

ォ オ バ ．

1111 11

ｌ
ｌ
１
ｌ
１

３
’
３
｜
②
’
３

ハキダメギク 帰25 33
木 栽261ツ ツ

271ハルジ

ジ

帰ハルジョオソ 11 5 1111

１
’
１
’
’
１

1

イ ヌ ビ エ28

卜階
31 1 1 1

帰29 イ ヌ ビ ユ 1 1

アレチマツヨイグサ 帰30 1

ヘクソカズラ

セイタカアワダチソウ

瓢
一
鉈

I 1

帰 1 11 ●

33～42を、P.64～P､69に記載。

出 現 種 数 総計 242 48 54 46 40 47 12 17 64 40
凸

総計 34植 栽 植 物 数 0 3 0 6 0 0 0 21

帰 化 植 物 数 総計 79 2221 18 13 21 3

７

27 18

帰 化 率 総合 銘％ 43 39 35 2544 45 43 4741

－58－



(神田川）

101011111211311411511161171118111911 12 13 14 15 16
1句

lイ 18 19 20 出現
頻度

諦
度

％
春秋 春秋 春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

311

31’
1113111

4

３
ｌ
１

ｌ
３

ｌ
２

４
’
’
２

111

221

14

111

5111

11

1

12

地
点

叱
訓

以
降

は
帥

Ｉ
鯛
ペ
ー
ジ
に
記
載
。

ｌ
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
砲

妬
一

妃
一

妬
一

蛆

創
一

師
一

躯
一

乃
一

研
一

“
｜

“

V

2 1 V皿一犯一３’２’１－１

V

皿
－

１

Ⅳ
｜

Ⅳ
｜

Ⅳ
｜

Ⅳ
｜

Ⅳ
｜

Ⅳ

門司
1 222 37

2

３
ｌ
１

ｌ
１

ｌｌ
１

妬一記一弘一羽

皿
－
１

1 1

ｌ
ｌ
ｌ
２
ｌ
１

11111

１
’
２

62
の

1 71

31 1 1 1 11 36 65 Ⅳ

ｌ
２

ｌ
３

ｌ
２一一“’３

1 1 1 111

拓一弘一妬一羽一塑一記一釦一詑一弱一劃一詑一配一妬一羽一型一Ⅳ｜釦一別

64 Ⅳ

1

１
’

１
’

３

11

皿
－
２
一
団

舵
一

灯
一

弱

Ⅳ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅲ

4 2

４
’
３

3 41 5 44

１
’

３

1 113
２

’
３

｜
皿

一
池

51３
｜
皿
－
２

2 1 2 55

1 1

４
’
２

銘
一

妬

11

1 56

111111
11(3)

11

(3)（1）1

1 1
銘
一
蛆

1(1)

1 1 12 1 2 47

薙謂一弘一飯一測一祀一的一師一輪一鳴一蛇一虹一羽一詔一町一帥一別一田一盟一卵一似一虹一如一錦一釘一訳一弱一泊一”｜型

群度
合計

41

54

37'111

1 11

1111

(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)(5)

11

1111111113
1111「

蛇
一
“
｜
訓
一

鏥
一

鏥
一

拓
一

訓
一

謁
一

卯

Ⅲ
｜

Ⅲ
｜

Ⅱ

1

2 Ⅱ

］ 1111 1 Ⅱ

1 20 23Ⅱ２
’
１
｜
顕

皿
一

“
’

２

Ⅳ
｜

肥
一

Ⅱ

詔
一

”
｜

加

Ⅱ

111 Ⅱ

31
自

Ⅱ

33～42を､P.64～P.69に記載。

28 25 22 35 44 31 3 38 調査年月調査年月

昭和57年昭和57年

春：6月秋：9月春：6月秋：9月

調査：小島進調査：小島進

47 11 54
色

0 2 3 5 10 2 81 11 1 8

13 13 16 3 12 13 12 121 3 17

－59－

46 57 32 43 35 45 50 40 33 30 37



神田川植生調査表

地点叱'’21122123124125126127128129
植 物 名恥

春秋春秋 春秋摘 要 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋春秋

帰 3 4 2 3 4

11 11 21 2

オオァレチノギク

１

３２
１

２
１

1

’
’
’
３

エノコログサ

２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

セイヨウタソポポ 帰 2 21 31 2 31 111 11 11

ヨ モ ギ

メ ヒ シ （

4131132
1212 +F

1

11 3 1

イ ヌ ム ギ 帰 2 3 216 1 4 14

帰 ’'1ケアリタソウ

カ タ バ ミ

ノ ゲ シ

アキノエノコログサ

７
’
８
－
９
｜
的

２
’
１
－
１
’
１

１

１

１
ｌ

１
１犯
一
１
’
３

1 11

l l

2 1

１
’
１

帰 ’1
１
’
’
１

今

1

11 12オ ヒ シ バ 1 1 1 1

ツ ユ ク サ
ｌ
ｌ
４
ｌ
ｌ
４
ｌ
３
ｌ
１

1 1 1

帰 51 51 4 4 1 1 1

41313
411241

1 12

１
’
５

帰

1

帰

３
’
’
３

３
｜
訓
一
’
’
４
｜
｜
皿

5

１
’
’
３

1

帰
一
帰
一
帰
一
帰

３
’
１

21

皿
一
皿
－
３

1113

1 1 1

ｌ
ｌ
２
ｌ
１

1

1 11

1(2) (2)

1

(2)帰 栽 (4) (4)(1)

吃
一
喝
一
叫
一
賜
一
焔
一
Ｗ
一
喝
一
⑲
｜
加
一
副
一
記

シロツメクサ

カモジグサ

ブ タ ク サ

ス ギ ナ

ヒメジョオソ

アレチギシギシ

コヒルガオ

アレチノギク

シ ロ ザ

オシロイバナ 1

ヒナタイノコズチ23 l1 11 1

オ オ バ コ

ハキダメギク

5211111
141 1

誕
一
弱

1 1

帰 1 12 11 1

(2) (5)(3) (5)(3) (2) (5)(2)木 栽26 ジソ ツ

帰 ’12711ハルジョオソ 11 21 1 1 11 1

イ ヌ ビ エ28 1 1

帰291イ ヌ ビ ユ 1 1 11

帰アレチマツヨイグサ 3 3 130 11

311ヘクソカズラ
321セイタカアワダ

1 1 1

帰 ’31セイタカアワダチソウ 1 111 9

32～42を、P.64～P.69に記載。

出 現 種 数 総計 242 31 33 28 34 26 31 34 2255
合

総計 34植 栽 植 物 数 2 3 3 23

７

2 2 1

帰 化 植 物 数 総計 79 17 12 719 21 17 15 1114

帰 化 率 総合 38％ 43 33 3568 55 58 55 5844

－60－



(神田川）

30131132133134135136137138139140141142143144145

春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

13 11 1 2 11 1 2 2 1 1

13 12 1 11 11 1 21 22 13 1 1

1 3 2 1 1 31 31

11 2 21 11 2 21 21 2 13 31 21

1 2 1 1 1 3 1 2

1

1 11 2 3 1 1 1 1

1 2 1 1 11 21 1

11 1 11 1 1 1 11 1 1

11 1 1 1 1 1 1

1 1 1

1 11 1 1 1 11 11 1 1

1 1 1

12 1 2 12 1 1 1

皿
一
ｍ
’
１
｜
皿
一
一
１

１
１
１
１

１
１
１

１
２
１

ｌ
｜
皿
一
皿

皿一ｍ一一即一池一一３

21212121 11

２
１
１
１11

3

11 2121 3311 11 1111 1111 21

訓
一
ｍ
－
２
ｌ
ｍ
－
－
１
ｌ
ｍ

皿
一
四
一
皿
－
１
’
１
｜
皿

I’

１
｜
皿

皿
－
１
’
１
｜
皿

１
’
’
’
’
２

今

’
’
１
’
’
１
．
１

1

1212111111 11 11 11 1

2

１
２

１１１

1 11 11

1 1 1

1 21 1 11 1 2

1 1 2 11 1

1 31 1 1 21 21

1

31 1 1 11 1

（1）1 （2）

l llll3 2

１
’
１

11 2

1 1

ｌ
｜
皿

2

１
’
１

11 1 1

3

1

1

ｌｌ２ｌｌｍ

21

1

1

1 2

１
’
１
ｍ

211 1111 11

11 11

(2)

21 2 2 1 211

１

1 1 11

1

２
’
’
１

(5)③

21 211111 11 1 1

(5)(2)

1 1

２
｜
犯

1 1 1

１
二
１

１
１

１１１ ２
’
１

lllll

11 1 1 1 11 11 1

21 2 1 1 11 1 11 1

’’’1l l ll l ｜ ’ ｜ ｜ ’

４

33～42を、P.64～P.69に記載。

2223 29 2331 33 49

0 01 1 0 ･2 0

915 9 16 12 17 16

50 39 55 43 52 55 33

－61－

46

1

21

47

62

1

26

43

52

0

28

54

29

0

13

45

36

2

16

47

33

0

15

45

31

1

12

40

20

0

9

45

17

0

8

47



神田川植生調査表

地点恥 49 5246 47 48 50 51 53 54
植 物 名恥

摘要|春秋|春秋|春秋|春秋|春秋|春秋||春秋|春秋|春秋
帰 ’1111 111111111111112311オオアレチノギク

エノコログサ2 32 31 21 1211 11

セイヨウタソポポ 帰3 1 1111 11

皿
一
ｌ
ｌ
２
ｌ
ｕ

ギ
｜
バ
ー
ギ

331
3111

４
’
５
’
６

ｕ
－
２
ｌ
１

ヨ
｜
メ
｜
イ

モ

1ヒ シ

ヌ ム 帰 1

帰ケアリタソウ

７

1 11 11

８
’
９
｜
⑩

カ タ バ ミ

ノ ゲ シ

アキノエノコログサ

１１

１
１

１
１ １
’
１
１

’
１
’

１
１

今

帰 ’11’
l1111

オ ヒ シ バ11

１
．
１

ツ ユ ク サ

翅
一
喝
一
叫
一
賜
一
陥
一
Ⅳ
一
喝
一
旧

シロツメクサ

カモジグサ

ブ タ ク サ

ス ギ ナ

ヒメジョオソ

アレチギシギシ

コヒルガオ

1 1111

帰

211 1 21 11

帰 1

11

帰
一
一
帰
一
帰

１
｜
皿

1 11 11 111

1

アレチノギク 帰 220 1 1 1 1 111

シ ロ ザ 帰 ’1

ｌ
ｌ
ｌ
１

ｌ
１
ｌ
１

1

帰 栽 1

11 l1

釦
一
館
一
羽
一
鯉
一
妬
一
沁
一
”
｜
記
一
羽
一
釦
一
訓

オシロイバナ

ヒナタイノコズチ

オ オ バ コ

ハキダメギク

ッ ツ ジ

ノ、ルジョオソ

イ ヌ ビ エ

イ ヌ ビ ユ

アレチマツヨイグサ

ヘクソカズラ

帰 ’22

木栽｜
帰 |11

1111

⑤
’
１

1

帰
一
一
帰

1 1 1

帰セイダカアワダチソウ32 1 6

32～42を、P."～P.69に記載。

出 現 種 数 総計 242 1322 9 12 31 15 14 6 30
ゐ

植 栽 植 物 数 総計 34 6 0 2 0 0 1 11 I’

帰 化 植 物 数 総計 79 132 6

７

8 511 4 14

帰 化 率 総合 38％ 20 43 5069 44 40 67 1㈹ 48

－62－



（神田川）■
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ｌ
ｌ
ｌ

Ｉ
‐

’

１
１
１
１

’

’

１
１

Ⅱ

－63－

－ － － －

32～42を、P,64～P､69に記載。
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善福寺川植生調査表

地点叱 1 2

1

帰

3 41516171819
植 物 名恥

摘要春秋春秋春秋 春秋摘 要 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

帰 栽帰 栽オシロイバナ 1

1

1

調
一
弘
一
弱
一
拓
一
訂

オオイヌタデ

イ ヌ ビ エ

イヌキクイモ 帰 32

アキノエノコログサ

38 ホナガイヌビユ 帰

ムラサキカタバミ 帰

１’

岳

木

鋤
一
如
一
虹
一
蛇
一
蛆

カナムグラ

ナワシロイチゴ

ド ク ダ ミ 1 11111111

ヘクソカズラ 11

帰ヨウシュヤマゴボウ44 1 1

メマツヨイグサ

アレチマツヨイグサ
帰
一
帰

妬一妬一

47 ナ ズ ナ 121 11 1111娼
一
鞘

ウ シノ、コ

イ ヌ タ

ベ
ニ
ア

1

1

50 オニタビラコ 21

帰

副
一
魂
一
品
一
別

ヒメ モロコシ

ミドリハコベ 帰

シ ロ ザ 帰 1 11

ケアリタソウ 帰

以下略。植物名のみ本文中に記載。

神田川植生調査表

地点恥 1 2

摘要春秋春秋

21 11

3 4 5 6 7

春秋春秋春秋春秋春秋

1

1

1

8 9

春秋春秋

’1

」’
11

植 物 名叱
摘 要

33 イヌ ガラシ

ギ シ ギ シ34 1 1 11｜弱

コメ ヒ シ バ 1 1 1

36 ツ メ ク サ

ヤ ブカラシ

スズメノカタビラ

コニシキソウ

諏
一
詑
一
調

2 111 1

3 1

帰 1

帰オオイヌタデ40 1 11 2

|帰 ｜ ’ ’'11 12

1 1」』｜ ｜』｜］’1
メマツヨイグサ

ス ス キ

2 13141

Lu以下略。植物名のみ本文中に記載。
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(善福寺川）

｡

’

(神田川）

7
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10

1

1

1

以下略。植物名のみ本文中に記載。

11

1

1

12

春秋 春秋 春秋

11

1

2

1

13

(2)

1

14

1

1

1

15

春秋 春秋 春秋

1

1

16

春秋

21

2

1

2

1

1

1

17

1

1

18

1

1

1

1

19

1

1

20

春秋 春秋 春秋 春秋

1

地
点
叱
創
以
降
は
次
ペ
ー
ジ
に
記
載

出現
頻度

26

27

25

15

19

14

22

14

17

20

18

19

14

14

18

19

18

16

16

14

25

16

％

37

39

36

21

27

20

31

20

24

29

26

27

20

20

26

27

26

23

23

20

36

23

常在
度

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

群度
合計

40

38

38

37

30

28

25

25

25

27

21

21

20

21

20

20

20

18

18

14

34

21

10

春秋

1

11

1

以下略。植物名のみ本文中に記載。

11

春秋

1

1

2

12

2

1

13

1

1

1

1

14

1

1

1

1

1

1

15

1

2

1

16

1

17

春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

1

1

18

1

1

1

11

19

春秋 春秋

20

春秋

1

3

1

32

地
点
蝿
別
以
降
は
次
ペ
ー
ジ
に
記
載

出
頻

18

18

19

14

18

13

16

14

11

11

33

33

35

25

32

24

29

25

20

20

度

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

現
度

％
常在 群度

合計

19

19

19

19

19

18

17

16

16

13



善福寺川植生調査表

地点叱 21 22 23 24 25 26 27 28 29
植 物 名叱

摘要春秋春秋春秋|春秋春秋春秋
12 (1) 1

|11 1

春秋|春秋|春秋
11(2)’1(2)33 オシロイバナ 帰 栽帰 栽 1111

34 オオイヌタデ 帰帰

35 イ ヌ ビ エ

白

｜ ’

神田川植生調査表

､

－66－

36 イヌキクイモ

37 アキノエノコログサ

38 ホナガイヌビユ

39 ムラサキカタバミ

40 カナムグラ

41 ナワシロイチゴ

42 ド ク グ ミ

43 ヘクソカズラ

44 ヨウシュヤマゴボウ

45 メマツヨイグサ

46 アレチマツヨイグサ

47 ナ ズ ナ

48 ウシノ、コベ

49 イ ヌ タ デ

50 オニタビラコ

51 ヒメモロコシ

52 ミドリノ、コベ

53 シ ロ ザ

54 ケアリタソウ

以下略。植物名のみ本文中に記載。

帰

帰

帰

木

帰

帰

帰

帰

帰

帰

帰

11

1

11

1

1

1

1

1

1

1

1

11

11

1

11

11

1

1

11

1

11

1

1

叱 植 物 名

33 イヌガラシ

34 ギ シ ギ シ

35 コメ ヒシバ

36 ツ メ ク サ

37 ヤブカラシ

38 スズメノカタビラ

39 コニシキソウ

40 オオイヌタデ

41 メマツヨイグサ

42 ス ス キ

以下略。植物名のみ本文中に記載。

地点叱

摘 要

帰

帰

帰

21

1

1

22

11

1

1

2

23

11

1

1

1

24

春秋 春秋 春秋 春秋

2

1

25

1

1

1

1

1

2

26

1

27

1

1

1

28

春秋 春秋 春秋 春秋

1

1

1

29

春秋

1

11

2
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1 1

1 111
1113311

“

1 1111

11 11 2 11 1 22 22

1

１
２
１
３
１

１
１

１

１
１

１
１

２
２
１

１
１

１
２

１
１

１１

1

21

１１３
１
２
’
１

1

1 2 1 21311 21

．」 】
1 1 21 2 1

1 11

1

1

1 1 1

21 1 1

2 2

ｌ
ｌ
１
ｌ
１

１

1

１

12212 2 51
『ー

0

11 11 1

２１

１

１２
１

１
１

１
１

皿
－
１

22 1111

1 1

1

11 1

以下略。植物名のみ本文中に記載。

(神田川）

3013｣|3213313413513613711381391401~4」35 36 42 43 44 45

春秋|春秋|春秋|春秋||春秋|春秋|春秋|春秋||春秋|春秋|春秋|春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

11 1 1 1 1

1 1

１１１
１

１

1

11 1 1す

3 1 1

11 1 1 1 1 11

111
P

1

号h
1 1 1 1

2 1 11

1 1 1

1 21

以下略。植物名のみ本文中に記載。
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30

(2)(2)

31

1

32

1

33

春秋 春秋 春秋 春秋

11

2

1

11

1

34

3

1

35

(2)1

1

1

1

1

1

36

春秋 春秋 春秋

4

51

2

2

37

1

1

3

52

1

３

錦

3

4

39

11

1

1

3

40

1

2

3

41

春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

1

42

1

3

2

3

43

1

4

2

3

4

44 45

春秋 春秋 春秋 春秋



善福寺川植生調査表

地点陥地点叱 46 47 48 50 51

帰 栽 33

4949 5252 53

摘要春秋春秋春秋春秋春秋春秋春秋 謝黄
恥 植 物 名

331オシロイバナ

34 オオイヌタデ 帰 211 1 1 1 31l1 21 11

イ ヌ ビ エ 1l l1 11 2 l1 l1 11 4

帰

謁
一
拓
一
訂
一
錦

イヌキクイモ

アキノエノコログサ 2 33121

1212ホナガイヌビユ 帰 11 3

39 ムラサキカタバミ 帰 1 21 2

4011カナムグラ

２
｜
岨

１
｜
別

11 1

木
吟

ナワシロイチゴ41 3111 1

皿
－
１

ド ク グ ミ

111

皿
－
１

1

蛇一娼一“｜妬

ヘクソカズラ

ヨウシュヤマゴボウ 帰 1 1 1

メマツヨイグサ 帰 3

1

1 4 21

アレチマヅヨイグサ46

鞭
一
妃
一
鯛

ズ
ハ・
シ
ヌ

ナ
ウ
イ

コ
ダ
／

ナ
｜
ベ
ー
デ

33

11 2 1 1

1 1 2 1 11 1

50 オニタビラコ 1 11

帰51 ヒメモロコシ 113311

１１１
１

1 11

1

2

11

ミドリノ、コベ 帰52 1

１
１

1

シ ロ ザ 帰53 111 1 1

１
’
３

ケアリタソウ54 帰

以下略。植物名のみ本文中に記載。

神田川植生調査表

地点恥 46 47 48 49 50 51 52 53 54

春秋
植 物 名恥

’’1
11

1

摘要|春秋春秋春秋春秋 春秋 春秋 春秋 春秋 春秋

33 イヌガラシ 1

ギ シ ギ シ34 1

35 コメ ヒ シ バ 1 1 ＄

36 ツ ユ ク サ

371ヤ ブカラシ 1

スズメノカタビラ38 1

|'3911コニシキソウ 11 l 1

オオイヌタデ :＝帰40

メマツヨイグサ

狐一蛇

ｌ｜皿

ス ス キ

以下略。植物名のみ本文中に記載。
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(善福寺川）

春秋|春秋春秋春秋春秋春秋春秋春秋春秋春秋|春秋春秋’
13 1 11 123 1’1

55 56 57 5911606162636465666768169701釦58

口 春秋春秋春秋（3）
5756

春秋皿－１

12 111222 ’２’ 11 21 12

3123 4112 11

｜’｜－●■

11

】51‐ 2

２
｜
皿

１
｜
皿
一
皿

3

1
｡

111’１

21

123 1 1

11

1

古h
2 111

1

１
１

1 ｜ ’’
１
’

’
I

』’

二二

二二
1

11

１
１
１

｜’ ’1

二

口
１
１

1 1

’’１｜皿

1

ヰ
皿
皿 12 1111

'22
以下略。植物名のみ本文中に記載。

(神田川）

55

春秋

P

以下略。植物名のみ本文中に記載
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5． 野 鳥

日本鳥学会会員 竹下 信雄

(1)調査年月 められないので除外してある。

杉並区内を流れる妙正寺川、善福寺川、お これらの鳥類のうち、本来の生息環境の一

よび神田川に生息する鳥類の生息状況を昭和 部として河川を利用する種は、ガンカモ目ガ

57年8月と58年1月に調査した。また、玉 ソカモ科のカルガモ、コガモ、およびマガモ

川上水について58年1月に調査した。 スズメ目セキレイ科のキセキレイ、ハクセキ

レイ、およびセグロセキレイの6種に過ぎな

（2）調査方法 い。これらが総個体数に占める割合は、ガン

夏期に流域環境について予備調査を行った。 カモ科3種28.2％､セキレイ科3種7.6％、

冬期の調査は3日間かけて4河川の全沿岸を 合計35.8％であった。

踏査し、河川内および河川上空で認めた鳥類 ほかの14種は、本来の生息環境ではない河

を記録し、確認には双眼鏡（7×56

mm)を用いた。調査日はいずれも晴 表1. 善福寺ﾉ11の冬の鳥（昭祇8年1月24･25日）

れており、調査時刻は10時から17時 鳥名 採食飲水休息上空通過 計

までの間であったが、冬期には善福 カルガモ 93 93

寺川上流でカモ類の移動を18時まで マガモ 1 1

観察した。総観察時間は867分、観 コガモ 1 49 50

察距離は22kmであった。 キジバト 3 1 2 6

ドバト 6 44 50

(3)調査結果 キセキレイ 4 4

冬期の調査で観察された鳥類は3 ハクセキレイ 12 12

目13科20種、総個体数は510羽であ セグロセキレイ 1 1

つた･（表1－4）この中には、 ヒヨドリ 20 20

日本烏学会（1974）が野生鳥類と認 ジョウビタキ 1 1

めないハト目ハト科のドバトを含め ツグミ 1 1 2

た。ドバトを除くと、3目13科19種 シジュウカラ 1 1

450羽となる。また、神田川の和泉 メジロ 55

橋（和泉4丁目）付近で、飼育され ホオジロ l l

ていたものが逃げ出したと思われる、スズメ 49 18 67

尾の長い緑色の中型インコ2羽が上 ムクドリ 2 17 19

空を通過したが、これは野生とは認 計16種 70 4149 110 333

●

ゆ

も

叩
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表2． 妙正寺川の冬の鳥（昭和58年1月26日）

鳥名 採食 飲水 休息 上空通過

キジバト 1

ハクセキレイ 2

計 2種 2 0 0 1

川を一時的に利用、または上空を通

過したものである。このうち、川の

水を飲んでいるところを観察された

のは、ハト目ハト科のキジバトとド

バト、スズメ目ヒヨドリ科のヒヨド

リ、同上タキ科のツグミ、同ハタオ

リドリ科のスズメ、同ムクドリ科の

ムクドリの6種16羽で、飲水してい

た個体数が、総個体数に占める割合

は3.1%であった。採食していると

ころを観察されたのは14種のうち、

6種91羽で、総個体数に占める割合

は17．8％であった。しかし、玉川上

水で採食していた5種14羽はすべて

沿岸の樹木の枝上で採食していたし、

善福寺川で採食していたスズメ49羽

はすべて護岸壁に生えた草などで採

食しており、水縁で採食していたの

は、善福寺川のキジバト3羽と神田

川のスズメ20羽の合わせて2種23羽

で、これらが総個体数に占める割合

は、4．5％に過ぎない。

上空を通過した鳥は12種208羽で、

総個体数に占める割合は、40．8％で

あった。

次に種ごとに、冬期の調査結果を

中心に生息状況を述べる。

ア．カルガモ (Anaspoecilor-

hyncha ガソカモ科）

善福寺川においてのみ記録された。

上流から、関根橋一山下橋15羽、松

見橋一松溪橋2羽（コガモ13羽と混

群）、松溪橋一大谷戸棒3羽（マガ

モ1羽、コガモ27羽と混群）、大谷

計
１
２
３

表3． 神田川の冬の鳥（昭和喝8年1月25日）

鳥 名 採食 飲水 休息 上空通過

キジバト 5

ドバト 1 5 3

キセキレイ l

ﾉ、クセキレイ 17

セグロセキレイ 2

ヒヨドリ 1 6

ツグミ 2

シジュウカラ 2

カワラヒワ 5

スズメ 25 7 31

ムクドリ 3 4

計11種 45 12 5 58

計
計
５

〃

9

１
７
２
７
２
２
５
３
７
０

１
６
２

１

表4 玉川上水の冬の鳥（昭和58年1月26日）

鳥名 採食飲水休息上空通過

キジバト 2 2

ドバト l

ヒヨドリ 2 1水浴 34

モズ l

シジュウカラ 8

アォジ l

カワラヒワ l

オナガ 1

計 8種 14 0 1 39

計
４
１
７
１
８
１
１
１

３

■

54
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戸橋一西田端橋2羽（コガモ10羽と混群）、

西田端橋一神通橋3羽、神通橋一西田橋2羽、

西田橋一屋倉橋36羽、計93羽が観察された。

昭和57年5月に、忍川橋のたもとで14羽のひ

なを連れたカルガモが報道された（読売新聞

報道）が、営巣場所は不明である。日本全国

の水辺の草むらに隠れた地上に営巣すること

が多いが、水辺からときには数kmも離れた

林の中で営巣し、ひながかえってから水辺に

移動することもある（仁部、1941)。また、

ひな連れで河川を泳いで移動した可能性もあ

る。善福寺上池でも、この年2回、ひながか

えった（6羽と4羽）が、ともにこの池で成

長した。水草および水辺植物の葉、茎、根、

種子をおもに食べ、また人の与えるバンくず

なども喜んで食べる。今回の調査でも、松見

橋の下で、カルガモ2羽とコガモ12羽の混群

に餌を与える老人を目撃した。

イ．マガモ(Anasplatyrhynchos、ガ

ソカモ目ガソカモ科）

善福寺川の松溪橋で雌1羽が記録された。

カルガモ33羽、コガモ27羽の混群の中にいた。

日本では、本州の高地の水辺でごく少数が繁

殖し、東京では冬鳥である。食物は、カルガ

モと同じことがいえる。

、

■

6．善福寺上池、オナガガモ（手前）とカルガモ
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ウ．コガモ (Anascrecca ガソカモ目

ガンカモ科）

善福寺川においてのみ記録された。上流か

ら、松見橋一松溪橋13羽（このうち1羽は水

底にはえているカナダモをしきりについばん

でいた。カルガモ2羽と混群）、松溪橋一大

谷戸橋27羽（カルガモ33羽、マガモ1羽と混

群）、大谷戸橋一西田端橋10羽（カルガモ2

羽と混群）、計50羽であった。本州の高地で

ごく少数が繁殖し、東京では冬鳥である。食

物はカルガモと同様である。

調査召ま､善福寺川駒ヶ坂橋のたもとの直径20

qnほどの穴に、1羽が飛び込むと､やや大型の

別の1羽が飛び出すところが観察された。穴の

入り口付近は、ふんで白く獄屯ており､中で営巣

して1‘,たかもしれなL℃ドバトの原種カワラバト

は、海岸の断崖の岩棚などに営巣し､都会のド

バトはビルのひさしの上など、似た環境でひなを

育てており、垂直に近い角度で5m以上も切り

立っているコンクリート壁の穴は､平常、水が流

れないのであれば､格好の営巣場所となるであろう。

|

力．キセキレイ(Motacillacinerea

スズメ目セキレイ科）

日本の河川で広く繁殖しており、区内でも、

1940年までは周年見られたが、現在ではおも

に冬鳥。近年、夏に善福寺川で若鳥が見られ

ることがある。今回の調査では5羽記録され、

そのうち4羽までが善福寺川にいた。いずれ

も単独で行動し、川縁を歩きながら採食し、

しばしば数10m飛んで移動した。

エ．キジバト(Streptoperiaorientalis

ハト目ハト科）

ハクセキレイとともに、4河川すべてで観

察された。樹上性の鳥だが、地上で食物をあ

さることが多い。記録された16羽のうち、川

縁におりて採食していたもの3羽、飲水して

いたもの1羽、上空を通過したものl0羽、玉

川上水の流れの上にかぶさった枝上で採食し

ていたもの2羽であった。都内で普通に繁殖

しており、周年見られる。 キ．ハクセキレイ(Motacillaalba

スズメ目セキレイ科）

昭秘咋代までは、茨城県以北と九州以西

で繁殖し東京では冬鳥とされていたが、48年

以降、都内でも少数の繁殖例が知られるよう

になり、52年以降毎夏、善福寺川で若鳥が観

察されている。巣立ち後もしばらくは営巣場

所付近にとどまる鳥なので、巣は発見されて

いないが、この川で繁殖しているものと推定

される。57年6月23日には、神田川と善福寺

川の合流点で夏羽の雄1羽が認められたが、

繁殖については不明である。冬期の調査では

32羽が記録され、いずれも川縁で採食してい

オ．ドバト (Columbaliviaハト目ハ

ト科）

前述のとおり日本烏学会では野生種として

認めていないが、都会では普通に繁殖してお

り、多数が生息しているので、調査対象に含

めた。記録された60羽のうち48羽は上空を通

過したもので、神田川では1羽が川の水を飲

んでいた。ほかの9羽は、橋の下を通る水道

管などの上に止まって休息しており、また護

岸上部に開いている直径15～30cmの排水口の

中に飛びこむ例も見られた。57年6月23日の

"
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のために渡来するものもある。た。いずれも単独で行動しており、たまたま

近くに出会うと、一方が他を追い払う行動に

出た。これは、採食の場を固定したなわばり

としているのではなく、互いに上流、下流を

移動している可能性がある。昼間は単独で行

動しながら、夜間には橋桁などに集まって集

団で寝ることが多いが、今回の調査では集団

就塒の証拠は発見されなかった。冬期観察さ

れたセキレイ3種のうち個体数は最も多く、

セキレイの80.0％を占めた。

サ．ジョウビタキ(Phenicurusauroreus

スズメ目ヒタキ科）

大陸から渡ってくる冬鳥である。冬期の調

査で、善福寺川八幡西橋近くの沿岸の手すり

にとまっていた雄1羽が観察された。

シ、ツグミ(Turdusraumanniスズメ目

ヒタキ科

大陸から渡ってくる冬鳥のひとつである。

冬期の調査で4羽を認めたが、3羽は上空通

過、1羽は善福寺川の水縁で水を飲んでいた。

p

ク．セグロセキレイ(Motacillagmndis

スズメ目セキレイ科）

全国各地の河川で繁殖しているが、東京で

の繁殖地は西部に限られ、区内では冬鳥であ

る。今回の調査では冬期に3羽が認められた。

前記2種のセキレイと同様、いずれも単独で

水縁を歩きながら採食していた。

ス．シジュウカラ(Parusmajor スズメ

目シジュウカラ科）

森林性の鳥であるが、区内で普通に繁殖し

周年見られる。冬期の調査で11羽観察された

が、そのうち8羽は玉川上水沿岸の樹木の枝

上で採食行動をとっていた。ほかの3羽は上

空通過の記録である。

ケ．ヒヨドリ(Hypsipetesamaurotis

スズメ目ヒヨドリ科）

森林性の鳥であるが、都内の住宅地や街路

樹でも普通に繁殖し、周年見られる。冬期の

調査で74羽が観察されたが、そのうち1羽が

神田川の水縁で水を飲んでいたほかは、ほと

んどが上空を通過したものである。玉川上水

では、水浴していたもの1羽、沿岸の樹木の

枝上で採食行動をとっていたものが2羽見ら

れた。

セ．メジロ(Zosteropsjaponicaスズメ

目メジロ科）

森林性の烏で、区内でも繁殖していると推

定され、周年見られる。地上におりることは

まれであり、河川を利用する可能性は、飲水

と水浴だけである。冬期の調査で上空を通過

するものが5羽記録された。

q

．．モズ(Laniuscristatus スズメ目

モズ科）

冬期に玉川上水で採食行動中のもの1羽が

記録された。区内でも繁殖しているが、越冬

ソ．ホオジロ(Emberizacioides スズ

メ目ホオジロ科）

平地や山地の疎林や林縁で繁殖するが、区

内では冬期にまれに見られるのみ。冬期の調
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付表2．（昭和58年1月26日）

善福寺池の野生カモ類

鳥名 上池 下池 計

カルガモ 127 127

コガモ 3 9 12

オナガガモ 6 6

計 3種136 9 145

グ

h､

－－2一一・‐ ‐制壷一一 、 ｡u1

7．藻を採食しているコガモ

卜牢を通過する1羽が観察されただけである。査では、善福寺川尾崎橋付近の上空を通過す

る1羽が記録された。

ツ．スズメ(Passermontanls スズメ

目ハタオリドリ科）

区内でも多数繁殖し、周年見られる。冬期

の調査で130羽が記録された。そのうち49羽

37.7％は上空を通過したもの､54羽41．5形は

護岸のコンクリートのすき間からはえている

草にとりついて種子などを食べていたもの、

20羽7.7%は水縁におりて採食していたもの、

7羽5.4％は水縁におりて水を飲んでいたも

のである。本来は特に水辺に多い鳥ではない

が、カモ類、セキレイ類に次いでこれら河川

を最も利用している鳥であった。

タ．アオジ(Emkrizaspodoc"hala

スズメ目ホオジロ科）

本州では亜高山帯で繁殖するが、区内では

冬鳥である。よく茂ったヤブの中にいること

が多く、冬期の調査で、玉川上水のやぶの中

で採食行動をとる1羽が記録された。

ク

チ．カワラヒワ(Carduelissinica スズ

メ目アトリ科）

都内でも繁殖しており周年見られる。多摩

川などの大きな河原の草地では大群を見るこ

とがあるが、今回の調査では冬期玉川上水で
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テ．ムクドリ(Sturnuscineraceusスズ

メ目ムクドリ科）

耕地から森林まで広く生息し、区内でも普

通に繁殖し周年見られる。冬期の調査で26羽

記録されたが、21羽808形は上空を通過した

もので、ほかの5羽19.2%は水縁におりて水

を飲んでいた。

●

卜．オナガ(Cyampicacyana スズメ目

カラス科）

都内で普通に繁殖し、周年見られる。森林

性の烏で、地上におりることも多いが、開け

た所は好まない。冬期の調査で、上空を通過

した1羽だけが記録された。

る水草もなく、また沿岸の植物が水面上を完

全におおっていて、カモ類の生息には適さな

い。神田川、妙正寺川、玉川上水は、昼間生

息しないだけでなく、夜間の飛来もないと思

われる。

イ．セキレイ類の生息について

セキレイ類については、妙正寺川と神田川

の狭さと汚なさは、カモ類と違って生息の妨

げにはなっていないらしい。より短い神田川
･

で3種20羽観察され、より長い善福寺川では

それより少ない17羽が観察された。ほとんど

汚水の流入しない善福寺川にくらべて、神田

川には家庭排水が若干排出されているようで

あり、それに含まれるゴミによって、セキレ

イ類が食べる各種の昆虫類などの発生が多い

のかも知れない。玉川上水では、水量の少な

さと、それに伴い水棲昆虫のほとんどいない

こと、暗い水面を好まないことが、生息を妨

げているらしい。

ウ．繁殖について

ガソカモ科のカルガモは善福寺川で、セキ

レイ科のハクセキレイは善福寺ﾉ11,妙正寺川、

神田川で繁殖の可能性がある。ハト科のドバ

トもこれら3河川α排水口の中などで繁殖し

①

伜）考察

ア．カモ類の生息について

カモ類は善福寺川においてのみ記録された。

神田川と妙正寺川は川幅が狭くて人が近づき

やすい、水量が少なく水も汚れているなどの

理由で、生息しないのであろう。善福寺川で

は、人が投げ与える餌に頼るほか、水草と藻

を食べているものと思われる。善福寺川の流

出する善福寺池と神田川の流出する井の頭池

には多くのカモ類が昼間休息し、日没後30分

く･らいたつと次々に飛び立って外部に食物を

求めるが、冬期の調査で付随的に善福寺池で

行なった夕方のカモ類の行動調査では、二つ

ある池のうち開水面の広い上池で休んでいた

カルガモは、日没(17時01分）後、約20分た

ってから次々に飛びたったが、すべて下池の

アシ原におり、分散して採食しており、川へ

下る個体はなかった。（付表1，2）。

玉川上水は余りに水量が少なく、食物とな

ている可能性がある。また、玉川上水の沿岸

の樹上には、ハト科のキジバト、ヒヨドリ科

のヒヨドリ、モズ科のモズとアカモズ、ヒタ

キ科のウグイス、シジュウカラ科のシジュウ

カラ、メジロ科のメジロ、ホオジロ科のホオ

ジロ、アトリ科のカワラヒワ、ムクドリ科の

ムクドリ、カラス科のオナガとハシポソガラ

スが営巣している可能性がある。

エ．記録されなかった種について

夏期に、河川で発生する昆虫を求めて、ツ

q
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バメが飛ぶ可能性が高い。また、シギ・チド

リ類が春と秋の渡りの途中に通過する可能性

があるが、多くは夜間、川沿いに飛行するだ

けであろう。広い川原には、ハシポソガラス

とハシブトガラスがいることが多いが、今回

の調査では1羽も観察されなかった。人に対

する警戒心が強いので、川幅が狭くおりにく

いのであろう。また、残飯などの投棄がない

こともカラス類にとって魅力がないのであろ

う。

善福寺川流域には、沿岸の湿地が広がって

いたと思われる場所がある。現在はコンクリ

ートの護岸によって必要最低限のﾉ11幅だけを

残し、他は埋め立てられているが、かつては、

アシが生えて、各種の水生植物が茂り、大雨

時の自然の遊水池となっていたはずである。

そこでは、カイツブリ科のカイツブリ、サギ

科のヨシゴイ、クイナ科のヒクイナとバソ、

タマシギ科のタマシギ、ヒタキ科のオオヨシ

キリが繁殖していたに違いない。このような

環境が今は全くないので、これらの鳥は河川

では見られない。

構造に改造すれば、より価値が増すであろう。

③護岸の法面と底面力接する所は、いくつ

かの形式が見られたが、鳥にとっては、突出

部がなく、法面と底面がほぼ直角に連なり、

底面一杯に水が流れているものが好ましいよ

うだ。このような構造のところには、自然に

小さな砂州が発達し、多くの鳥の採食や飲水

の場となっていた。

④ 左右両岸には、手すりまたは金綱が設置

されていた。護岸上面の幅に余裕がある所で

は、幅約50cm舗装をはぎ、雑草やつる草を茂

らせたい。多くの鳥の格好の採食や休息の場

となるであろう。つる草が護岸から水面まで

茂ったら美しい景観になる。

⑤ しゅんせつは、水生植物の付着を損なわ

ないように配慮して実施して欲しい。また、

ゴミの清掃を定期的に行うべきである。

⑥ 橋の幅は、それにつながる道路の幅より

も広くしたい。緑地帯を設けたり、ベンチを

おいて憩いの場とすることもできる。神田川

では、不十分ながら月見橋と柳橋にその例が

みられた。

⑦ 玉川上水には淡緑色の有刺鉄線が張って

ある。三鷹市の部分は褐色の手すりであり、

■

付 記

河川の設計および管理について若干の意見

を述べる。

① 早急には実現が難しいが、沿岸の湿地を

回復したい。

② 護岸の法面は現在、コンクリートまたは

コンクリートブロック積みである。コソクリ

ートで固めた法面には草も生えず、鳥の生息

環境としては価値がない。一方、ブロック積

みの所は草が生え、スズメが採食するところ

が多かった。さらに多くの草が生えるような

好ましい。早急に改善したい。

⑧ 水量の増加をはかるべきである。水量が

いちばん多く、水もきれいだったのは善福寺

川であったが、水の多くは善福寺池からの流

出ではなく、宿橋たもとからの湧水によるも

ののように思われた。流量が増加すれば、水

もきれいになり、魚も増え、魚食性の鳥、た

とえば、カワセミ科のカワセミなどが生息す

ることも可能になる。
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6．付着藻類と動植物プランクトン

(1)調査結果の擬要 おもな出現生物は、植物プランクトンでは

付着微生物で見られたものが主であり、その

ほかにチャヅツケイソウ、オオバンケイソウ

などが見られるだけである。動物プランクト

ンでは、コナヒゲムシの1種が3河川ともに

優占的にみられ、他には、ミドリムシ、カラ

ヒゲムシ、ウロコカムリ、ゾウリムシ、ツリ

ガネムシ、ワムシなどがみられた。

なお優占的に出現したコナヒゲムシは、か

なりきたない水域とされるα中腐水性水域で

よく見られる種である。

河床の石礫に付着した藻類と流水中に浮遊

している動植物プランクトンについて、その

種類、量、優占種などの調査結果を中心に述

べる。 ●

ア．付着藻類

おもな出現生物は、ビロウドランソウ、ユ

レモ（以上藍藻類）、イカダモ、キヌミドロ

（以上緑藻類）、マガリケイソウ、クサピケ

イソウ、フネケイソウ、ハリケイソウ（以上

珪藻類）であった。

河川ごとに出現した種類数は、妙正寺川13

種、善福寺川22種、神田川16種であった。

優占種をみると、妙正寺川では、かなり汚

濁した都市河川で多くみられるハリケイソウ

であり、善福寺川では、強腐水性水域からβ

中腐水性水域までの汚濁した水域にみられる

フネケイソウであり、神田川では、α中腐水

性水域から貧腐水性水域まで広く分布するマ

ガリケイソウである。

付着藻類の調査結果からは、3河川とも、

α中腐水性水域～β中腐水性水域と推定さ

れた。

(2)調査方法など

ｱ．調査日時

昭和57年10月21日

ｲ．調査機関

環境管理センター（株）に委託した。

ウ．調査方法

③付着藻類

河床より表面のなめらかな石礫を選定し、

5×5cmのゴム板製のコドラートを当て、コ

ドラートの周辺の付着物をブラシでバット内

に洗い落とし、これを定性用のサンプルとす

る。次に、コドラート内の付着物を同様に洗

い落とし、定量用のサンプルとする。これら

を5％ホルマリン液で固定し、持ち帰る。

定量は、定量用サンプルを用い、沈澱管で

沈澱量を測定する。その一定量を水で調整し、

イ．動植物プランクトン

本調査で採取されたプランクトンは、流下

藻類のような河床付着微生物の剥離物と、善

福寺池のような止水域に生息していたものが

流出したものである。
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和田堀橋下流（和田2．方南2丁目）

（後載の一覧表では、Z－9と表示）

㈲神田川

井の頭線車庫脇（久我山2丁目）

（後載の一覧表では、K－1と表示）

鎌倉浜下流（浜田山1・下高井戸4丁目）

（後載の一覧表では、K－3と表示）

方南第1橋付近（和泉4丁目）

（後載の一覧表では、K－5と表示）

② その他の地点

善福寺上池と下池の流路（善福寺2丁目）

（後載の一覧表では、Z－lと表示）

顕微鏡下で種別に細胞数の計数を行なう。

種の同定には、定性用サンプルを用いる。

緑藻、藍藻類についてはそのまま鏡検する。

珪藻類については、酸処理後、プレウラック

で封入したプレパラートを作成し、これを鏡

検して種を固定する。

（ｲ）動植物プランクトン

上水試験法に準ずる方法で河川水を各5必

ずつ採水し、ホルマリンを1％加えて固定し

サンプルとする。さらに、動物プランクトン

生体観察用のサンプルとしてホルマリン固定

しない試験水を採取する。

持ち帰ったサンプルは、24時間静置濃縮し、

付着藻類と同様に種の固定、細胞数の計数を

行なう。

動物プランクトンは、生体観察も行なう。

●

(3)調査結果

ｱ．調査データ

P.80～P.84に記載

ｲ．調査結果から推定された水質階級

bioticimex(汚濁耐忍性の種類数を

Aとし、非耐忍性種をBとするとき、2A+

Bをもってbioticird唖 とする。）に

よって、水質階級を判定した結果を、調査デ

ータとともに記載した。ただし、この指数は

底牛堆物の調査結果に適用するのが通例であ

り、また河床の状況等によって変動するもの

である。

エ．調査地点

付着藻類については、妙正寺川1地点、善

福寺川4地点、神田川3地点、善福寺上池と

下池の流路1地点の合計9地点で調査した。

動植物プラソクトソは、妙正寺川の松下橋、

善福寺川の尾崎橋、神田川の鎌倉橋の3地点

で調査した。

（刀妙正寺川

松下橋付近（下井草1･3丁目）

（後載の一覧表では、M－lと表示）

（ｲ）善福寺川

井荻橋付近（西荻北3．5丁目）

（後載の一覧表では、Z－4と表示）

春日橋下流（荻窪2丁目）

（後載の一覧表では、Z－6と表示）

尾崎橋下流（成田東2・成田西2丁目）

（後載の一覧表では、Z－7と表示）

B
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付着藻類の細胞数｡(5×5cm×l検体）
昭和57年10月21日

■
ｑ
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ｂ

’

１
，
つ
Ｉ

｡
白

分 類

Bﾕue green Aﾕgae（ 董 藻 類 ）

Green Aﾕgae （ 緑 藻 類 ）

DiatomB （ 珪 藻 類 ）

河川名

採集地点

生 物 名

H◎函eothrixjanthina ピロウト・ランソウ

“cilﾕatOriaBp。 ユレモの1種

ActlnaBtrumllantzBcnii アクテイナストルム

AnkiBtrodeRmmgf型oatus イトクズモ
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StigeooﾕOniumBp． キヌミト･ロの1種
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耐忍
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動物プランクトンの個体数｡(1必中）
昭和57年10月19日

河川名

採集地点

妙正寺川 1－蕃福寺川善 神

M－1 Z－7 K－3

分分 類 生 物 名 耐忍性

原生動物

黄緑鞭毛虫類

緑虫類

PeridiniumBp。 ウズオピムシの1種 B 50

mglenagaciliB ミト・リムシ B 310 140

EuaenaBP･ ミト･リムシの1種 1650B 240
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０
ｐ
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壷
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B 660

180 160

０
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８
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４藻鞭毛類
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Ｂ
ｌ
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4580 270
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B 160
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B 210 140
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ｌ
霜
Ｉ

繊毛虫類 DidinilmPaﾕﾕi錘1土i コマガタゾウリムシ B 60 50

COﾕ”daBP・

AmphueptuBcﾕa函redei

オカメゾウリムシの1種

アンフイレプッス

430B 50

B 60 50

縁毛類 VortiCellasp･ ツリガネムシの1種 B 430

輪形動物 LepadellaBP･

欧lnhl且n1BH11且ta

ウサギワムシの1種

ハオリワムシ

Ｂ
ｌ
Ｂ

140

50

50その他 Rhabdolaimuesp･ センチユウの1種 B

個 体 数

榊一８ 1120

軸一過

種 類 数 8

Bioticindex(生物指数） 7 7 12

β、水 質 階 級 α、 α、

二
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寺

植物プラソクトソの細胞数｡(1必中）
昭和57年10月19日

1
田 川’ 善福寺川 神

K－3Z-7割
妙正寺川
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耐忍性
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河川名

採集地点

生 物 名
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’ ’河川名

採集地点
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ドブシジミ5mm

ヒメタニシ30mm カワニナ15mm

サカマキガイ10mm

ヒラマキミズマイマイ8mm

ミズムシ10mm

ホシチョウバエ7mm

イトミミズ6mm

エラミミズ8mm

占

セスジユスリカ11mm

ミズミミズユリミミズ7mm

－85－



クサビケイソウ15』』

オオバソケイソウ

25“ニセクチビルケイソウ

20座
ハネケイソウ

50座

霧
書

害
ヨコスジケイソウ 5〃

今

コーマルケイソウ15座

フネケイソウ10〃

コバソケイソウ11"

オビケイソウ5』4

’

（
-マガリクサビケイソウ

12浬
ナガケイソウ100"

マガリケイソウ5ﾒ4

１
１
１
１

’ 色

ハリケイソウ50座 ホシガタケイソウ40浬チャヅツケイゾウ8ﾒ4

－86－



一宮』
宏
幸

フタヅノクソショウモ21〃岸告

ミドリムシ50〃
～

「～ザ

銭笥
今鋲

'･年0
‐ 必

ユレモ3座

ウズオビムシ30浬

イカダモ11浬

ナベカムリ90"

翁
クロオコックス 5座

ツボカムリ80〃

コナヒゲムシ17"

⑤
カラヒゲムシ5ﾒ&

白

ツリガネムシ100座 デイクテイオスフエリウム3座
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ヨシノポリギソブナ

■

ドジョウキソブナ

－88－





16 Radix a uricularia japonicus モノ
アラガイ

18 Corbicula Jeana マ ヽンジミ

--

20 Baeti s sp. コカゲロウの1種

（

22 Psychoda a l  t ema ta ホシチョウバエ

17 Physa acuta サカマキガイ

19 Asellus hilgendorfii ミズムシ

ヽ

21 Hydropsychodes brevilinea ta コガタ
シマトビケラ

`
f̀

 

・
・

I
し

23 Chironomus yoshima tsuiセスジュスリカ
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写 真 索 引

l善福寺川鍛治橋下流魚類調査風景(P・10)

2善福寺上池(P､35)

3久我山雑木林、カタクリ(R37)

4善福寺川尾崎橋付近(P.39)

5桃井第二小学校横、シラハタザクラ(P.41)

6善福寺上池、オナガガモ（手前）とカル
ガモ(P､72)

7藻を採食しているコガモ(P.75)

8Naissp.ミズミミズの1種

9Branchiurasowerbviエラミミズ
ン

10Tubifexsp.イトミミズの1種

11HaplotaXissp.ナガミミズの1種

12Erpobdellalineataシマイシビル

13GIossiplnniawekrilataノ､バヒロ
ビル

14Sinotaiaquadratahistricaヒメタ

ニシ

15Semisulcospiralibertinaカワニナ

16Radixauriculariajaponicus モノ

アラガイ

17Physaacutaサカマキガイ

18Corbiculaleanaマシジミ

19Asellushilgendorfiiミズムシ

20Baetissp.コカケロウの1種

21Hydropsychodesbrevilineataコガタ
シマトビケラ

22Psychodaalternataホシチョウバエ

23Chironomusyoshimatsuiセスジユ

スリカ

24Pentaneurasp・ヒメナガユスリ力の1種

25Peridiniumsp,ウズオビムシの1種

26Euglenagracilisミドリムシ

27Trachelomonassp.カラヒケムシの1種

Chlamydomonassp・コナヒゲムシの
1種

Arcellavulgarisナベカムリ

Trinemalineareウロコカムリ

Colpodasp・オカメゾウリムシの1種

Amphileptusclaparedeiアソフイレ
プッス

Vorticellasp、ツリガネムシの1種

F1]chlanisdilataハオリワムシ

Phabdolaimussp.セソチュウの1種

Oscillatoriaspユレモの1種

Scenedesmusquadricaudaイカダモ

Scenedesmussp.イカダモの1種

Stigeocloniumsp.キヌミドロの1種

Pediastrumduplexフタヅノクソシ
ョウモ

Achnanthesminutissima-マガリケ

イソウ

Amphoraovalisニセクチビルケイソウ

Cocconeisplacentulaコバソケイソウ

Cyclotellacomtaコーマルケイソウ

Cymbellaturgidulaクチビルケイソウ

Fragilariaconstruensオビケイソウ

Gomphonemaparvulum クサビケイ
ソウ

Melosiragranulataチャヅツケイソウ

Melosiragranulataチャヅツケイソウ

Naviculapupulaフネケイゾウ

Nitzschiapaleaハリケイソウ

Phinnulariabrauniiハネケイソウ

Phoicospheniacurvataマガリクサビ
ケイソウ

Synedraacusナガケイソウ

28

29

30

31

32
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48
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官
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55Chroococcussp・クロオコックスの1種

56Actinastrumhantzschiiアクティナ

スツルム

57Ankistrodesmusfalcatusイトクズモ

58Coelastr皿nsp･ケラスツルムの1種

59Scenedesmusacminatusイカダモ

60AsterionellafOrmosaホシガタケイ

ソウ

61Naviculaviridulaフネケイソウ

62Nitzschiaacicularisノ、リケイソウ

63Surirellaangustaオオバンケイソウ

64エビモ

65ヤナギモ

66オオカナダモ

67善福寺川鍛治橋下流魚類調査

68善福寺川交通公園横

69善福寺川宮下橋下流魚巣ブロック

70神田川乙女橋付近

71Cyprinuscamioコイ体重3700g
全長59.0cm

72Carassiussp.フナの1種（ヒレ長．

鉄魚？）体重2㈹g全長24.5cm

73Carassiussp. ヒブナ体重190g
全長23.5cm

74Cambarusclarkiiアメリカザリガニ

75キジバト

76オオカナダモを採食中のコガモ8（右)、

？（左）

77ノ、クセキレイ

78カタクリ

79チカラシバ

80ネジバナ

81ゲソノショウコ

82ニワゼキショウ
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